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で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

を
犯
す
こ
と
に
な
る
。

環
と
し
て
考
察
し
た
も
の
で
あ
り
、
か
つ
そ
の
前
史
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

竜
造
寺
家
臣
団
の
構
成
と
そ
の
特
質
H

(
l
)
 

筆
者
は
、
先
に
「
竜
造
寺
領
国
の
形
成
過
程
と
国
人
領
主
の
動
向
」
と
題
す
る
論
文
に
お
い
て
、
守
護
大
名
少
弐
氏
に
代
わ
っ
て
拾
頭

し
た
肥
前
佐
賀
郡
の
一
地
方
豪
族
で
あ
る
竜
造
寺
氏
が
、
元
亀
元
年
、
大
友
氏
を
肥
前
よ
り
撃
退
し
て
か
ら
僅
か
一

0
年
の
間
に
、
肥
前

征
覇
か
ら

II
五
州
の
太
守
II

に
ま
で
発
展
し
た
理
由
を
、
竜
造
寺
領
国
の
形
成
過
程
の
分
析
を
通
じ
て
明
ら
か
に
す
る
と
同
時
に
、
竜
造

寺
氏
と
国
人
領
主
と
の
被
官
化
の
実
態
を
究
明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
竜
造
寺
領
国
体
制
の
性
格
と
そ
の
特
質
を
解
明
し
た
。

本
稿
は
、
そ
の
あ
と
を
う
け
て
、
右
に
み
る
領
国
形
成
の
過
程
に
対
応
し
て
、
竜
造
寺
家
臣
団
が
ど
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
を
へ
て
形
成

さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
構
成
を
も
つ
に
至
っ
た
か
、
総
じ
て
竜
造
寺
氏
の
家
臣
団
編
成
と
構
成
に
つ
い
て
総
合
分
析
を
お
こ
な
う
と
同
時

に
、
そ
れ
と
の
関
連
に
お
い
て
、
竜
造
寺
権
力
の
中
枢
を
な
す
執
政
体
制
と
そ
の
構
成
・
機
能
に
つ
い
て
考
察
し
、
前
稿
と
合
わ
せ
て
、

(
2
)
 

竜
造
寺
氏
の
権
力
構
造
の
特
質
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
と
同
時
に
本
稿
は
「
佐
賀
藩
の
総
合
的
研
究
」
の

と
こ
ろ
で
、
竜
造
寺
家
臣
団
の
分
析
に
際
し
て
特
筆
さ
る
べ
き
事
項
は
、
家
臣
団
構
成
を
詳
細
に
教
え
る
天
lE
八
年
「
着
到
帳
」
の
史

料
的
性
格
で
あ
る
。
本
史
料
の
解
釈
を
訊
ま
る
と
、
家
臣
団
の
構
成
の
み
な
ら
ず
、
竜
造
寺
領
国
体
制
そ
の
も
の
の
理
解
に
大
き
な
誤
り

(
3
)
 

そ
こ
で
本
稿
に
お
い
て
は
、
ま
ず
複
数
存
在
す
る
「
者
到
帳
」
を
比
較
検
討
し
な
が
ら
厳
密
な
史
料
批
判
を
加
え
、
史
料
そ
の
も
の
が

「
分
限
帳
」
で
は
な
く
「
幕
下
着
到
」
て
あ
る
と
い
う
基
本
的
認
識
に
た
っ
て
分
析
す
ろ
と
と
も
に
、
第
二
に
他
の
竜
造
寺
・
鍋
島
関
係

の
諸
史
料
と
比
較
照
合
し
、
竜
造
寺
家
臣
団
と
一
時
的
に
帰
順
し
あ
る
い
は
臨
機
応
変
に
参
陣

(11
着
到
）
し
た
い
わ
ゆ
る
の
「
幕
ド
着

到
」
を
類
別
し
な
が
ら
考
察
を
加
え
て
い
る
。
こ
の
類
別
方
式
こ
そ
、
竜
造
寺
氏
の
み
な
ら
ず
、
戦
国
大
名
家
臣
団
分
析
の
基
本
的
視
角

は

じ

め

に
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着
到
」
・
「
侍
着
到
」
）

佐
賀
藩
に
お
い
て
は
、
家
臣
団
分
限
帳
の
こ
と
を
着
到
帳
と
い
い
、
二
代
藩
主
勝
茂
時
代
の
「
寛
永
五
年
惣
着
到
」
を
は
じ
め
、
ほ
ぼ

歴
代
藩
主
と
と
の
着
到
帳
が
存
在
す
る
。
御
印
帳
と
い
う
場
合
も
あ
る
が
、
着
到
帳
の
名
称
が
普
遍
的
で
、
こ
れ
を
単
に
「
着
到
」
（
「
惣

（
与
着
到
）
と
い
い
、

竜
造
寺
家
臣
団
の
構
成
と
そ
の
特
質
け

と
称
し
て
い
る
。

(1) 

さ
ら
に
戦
国
大
名
の
固
有
の
所
領

(11
領
国
）
に
加
え
て
、
分
国
を
領
有
す
る
膨
張
期
の
戦
国
大
名
は
、
そ
こ
に
お
け
る
領
主
制
の
展

開
な
い
し
権
力
の
消
長
に
対
応
し
て
、
分
国
の
動
揺
・
変
化
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
連
命
に
あ
る
。
そ
の
場
合
、
特
定
時
点
に
存
在
す
る
特

定
史
料
の
み
で
は
、
戦
国
大
名
家
臣
団
の
構
成
的
特
質
を
十
全
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
に
お
い
て

は
、
特
定
時
点
（
天
正
八
年
）
の
特
定
史
料
（
「
着
到
帳
」
）
の
み
で
は
解
釈
せ
ず
、
戦
国
大
名
領
国
制
を
総
体
と
し
て
把
握
し
な
が
ら
、
そ

の
成
立
•
発
展
・
変
質
の
諸
段
階
に
お
い
て
考
察
を
加
え
る
と
と
も
に
、
最
終
的
に
は
戦
国
大
名
領
国
制
の
帰
結
を
示
す
統
一
権
力
に
よ

る
大
名
領
国
の
確
認
、
い
い
か
え
れ
ば
「
幕
藩
」
領
主
支
配
が
貫
徹
す
る
時
点
ま
で
考
察
の
対
象
と
す
る
。

そ
こ
で
ま
ず
、
考
察
は
天
正
八
年
「
着
到
帳
」
の
史
料
批
判
か
ら
開
始
さ
れ
る
。

U

註】
(
l
)
藤
野
保
「
竜
造
寺
領
国
の
形
成
過
程
と
国
人
領
主
の
動
向
」
（
『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
二
ニ
号
）
。

(
2
)
「
佐
賀
藩
の
総
合
的
研
究
」
（
代
表
藤
野
保
）
に
対
し
、
昭
和
四
十
九
•
五
十
年
の
両
年
度
に
わ
た
り
、
文
部
省
科
学
研
究
費
（
総
合
研
究
囚
）

が
交
付
さ
れ
た
。
註

(
1
)
お
よ
び
本
稿
は
そ
の
成
果
の
一
蔀
で
あ
り
、
続
い
て
鍋
島
佐
賀
落
関
係
の
諸
論
文
を
発
表
す
る
予
定
で
あ
る
。

(
3
)
本
稿
第
一
章
第
一
節
。

(
4
)
天
正
八
年
「
羞
到
帳
」
記
載
の
「
幕
下
着
到
」
を
す
べ
て
竜
造
寺
「
家
臣
団
」
と
把
握
し
考
察
し
た
代
表
的
論
文
に
北
島
万
次
「
天
正
期
に
お

け
る
領
主
的
結
集
と
大
名
権
力
」
（
『
歴
史
学
研
究
』
四
0
0
号
）
が
あ
る
。

「
着
到
帳
」
の
史
料
的
性
格

「
着
到
帳
」
の
性
格
・
種
類

家
臣
団
構
成
の
中
核
を
な
す
諸
組
の
構
成
を
示
す
分
限
帳
も

「
組
着
到
」
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形
式
（
着
到
帳
）
の
も
の
が
多
く
、

に
登
録
さ
れ
た
も
の
は
、

こ
れ
は
着
到
の
も
つ
本
来
の
意
味
を
保
持
し
な
が
ら
、

は
後
日
恩
賞
請
求
の
証
拠
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

て、

こ
の
場
合
、
「
着
到
」
は
名
称
の
み
に
と
ど
ま

す
べ
て
厳
密
な
意
味

一
時
的
に
あ
る
い
は
臨
機
応
変
に
参
陣

竜
造
寺
家
臣
団
の
構
成
と
そ
の
特
質
H

(
4
)
 

切
米
帳
も
「
切
米
着
到
」
と
唱
え
て
い
る
。
ま
た
陪
臣
団
の
構
成
を
示
す
支
藩
・
上
級
家
臣
の
分
限
帳
も
、
本
藩
に
な
ら
い
「
着
到
」
を

名
称
と
し
て
い
翠

着
到
と
は
、
本
来
地
頭
御
家
人
を
は
じ
め
武
士
が
不
時
に
参
集
の
命
を
う
け
、
あ
る
い
は
変
事
の
突
発
を
聞
い
て
馳
せ
参
ず
る
行
為
を

(
6
)
 

し
し

そ
の
起
源
は
中
世
武
士
団
の
成
立
に
求
め
ら
れ
る
。

大
将
ま
た
は
奉
行
は
承
認
の
文
言
（
「
承
了
」
）
と
花
押
を
加
え
る
し
く
み
に
な
っ
て
お
り
、

そ
の
際
、

し
た
在
地
領
主
が
含
ま
れ
て
お
り
、

馳
参
し
た
武
士
の
上
申
文
書
を
着
到
状
と
い
い
、
こ
れ
に
対
し

(
7
)
 

こ
れ
を
証
判
と
称
し
た
。
こ
の
証
判

こ
の
よ
う
に
、
着
到
状
は
武
士
が
個
別
に
上
申
し
証
判
を
う
け
た
文
書
の
こ
と
を
い
う
が
、
戦
国
期
に
存
在
す
る
「
着
到
」
は
、
帳
簿

戦
国
と
い
う
時
代
環
境
の
な
か
で
、
個
別
文

書
が
集
団
帳
簿
に
変
化
し
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
、
戦
国
期
の
「
着
到
」
は
、
中
世
武
士
団
よ
り
近
世
武
士
団
へ
と
移
行

す
る
過
渡
的
段
階
に
お
け
る
領
主
制
・
主
従
関
係
の
一
表
現
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

近
世
大
名
家
臣
団
は
戦
国
大
名
家
臣
団
を
直
接
前
提
と
し
て
成
立
す
る
が
、
「
着
到
」

に
お
け
る
家
臣
と
は
い
い
が
た
く
、
戦
国
大
名
の
領
主
制
の
展
開
、
権
力
の
消
長
に
対
応
し
て
、

こ
の
場
合
は
、
な
お
着
到
の
も
つ
本
来
の
意
味
を
保
持
し
て
い
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。
戦
国
大
名

竜
造
寺
氏
の
い
わ
ゆ
る
天
正
八
年
の
着
到
帳
は
、
竜
造
寺
氏
が

II
五
州
の
太
守
II

に
上
昇
し
た
最
盛
期
の
権
力
段
階
を
反
映
し
て
お
り
、

そ
こ
に
登
録
さ
れ
た
も
の
は
、
ま
さ
に
着
到
そ
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
な
か
に
は
、
竜
造
寺
氏
の
家
臣
の
外
に
、
一
時
的
に
帰
順
し
あ
る

い
は
臨
機
応
変
に
参
陣
し
た
在
地
領
主
や
起
請
文
を
交
換
し
た
戦
国
大
名
が
含
ま
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
、
天
正
八
年
の
着
到
帳
を
分

析
す
る
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
第
一
に
留
意
さ
る
べ
き
重
要
事
項
で
あ
る
。

近
世
佐
賀
藩
の
着
到
帳
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
家
臣
団
分
限
帳
の
呼
称
に
外
な
ら
ず
、

り
、
内
容
・
実
態
と
遊
離
し
た
存
在
と
な
っ
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
着
到
」
の
名
称
に
固
執
し
た
事
実
は
、
従
者

(11
家
臣
）
は
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こ
れ
に
対
し
て
⑱
c
は
、
⑱
が
家
親
（
家
宗
）
を
第
三
位
、

「
国
侍
」

こ
れ
に
対
し
て
c
は
、

(C) (B) (A) 
主
人

(11大
名
）
の
変
事
に
際
し
馳
参
す
る
と
い
う
主
従
制
の
伝
統
的
観
念
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
戦
国
大
名
竜
造
寺
氏
の
天
正
八
年
着
到
帳
に
は
、
次
の
三
種
類
の
史
料
が
存
在
す
る
。

(
8
)
 

五
箇
国
配
分
帳
ー
天
正
八
年
肥
筑
豊
太
守
竜
造
寺
隆
信
公
・
同
御
長
男
政
家
公
御
一
家
井
御
家
中
幕
下
之
衆
知
行
附
写
ー

C
9
)
 

五
ヶ
国
御
領
地
之
節
配
分
帳
ー
隆
信
公
幕
下
着
到
ー

(10) 

天
正
八
年
肥
筑
豊
太
守
竜
造
寺
山
城
守
藤
原
隆
信
公
御
一
家
井
御
家
中
旗
下
之
侍
付
写

つ
い
で
水

そ
の
う
ち
、
囚
は
嘉
永
七
年
の
写
本
で
あ
る
の
に
対
し
、
⑱
は
元
禄
十
年
の
写
本
を
さ
ら
に
文
政
七
年
に
写
し
直
し
た
も
の
で
、
と
も

に

単

独

の

史

料

（

書

冊

）

と

し

て

存

在

す

る

。

御

親

類

同

格

多

久

家

の

関

係

史

料

を

中

心

に

収

録

・

編

纂

し

た

(11) 

「
肥
陽
旧
章
録
」
の
な
か
に
収
め
ら
れ
て
お
り
、
囚
⑱
と
史
料
の
在
り
方
を
異
に
し
て
い
る
。
し
か
し
、
内
容
的
に
は
c
は
⑱
に
近
く
、

こ
の
両
者
と
囚
は
史
料
系
列
を
異
に
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
次
に
具
体
的
に
検
討
し
よ
う
。

囚
⑱
c
と
も
に
、
ま
ず
巻
頭
に
「
竜
造
寺
一
門
」
（
後
掲
第
一
表
参
照
）
を
掲
げ
て
い
る
が
、
囚
が
竜
造
寺
隆
倍
の
二
男
家
種
・
三
男
家

信
ら
直
系
一
門
を
「
竜
造
寺
一
門
」
に
加
え
、
か
つ
冒
頭
に
記
載
し
て
い
る
の
に
対
し
、
⑱
c
は
家
種
・
家
信
が
そ
れ
ぞ
れ
在
地
領
主

（
国
人
領
主
）
の
養
子
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、

竜
造
寺
家
臣
団
の
構
成
と
そ
の
特
質
H

と
も
に

（
肥
前
幕
下
侍
）
の
欄
に
記
載
し
て
い
る
。

弟
長
信
（
多
久
家
祖
）
・
信
周
（
須
古
家
祖
）
を
掲
げ
て
い
る
が
、
⑱
c
で
は
、

つ
い
で
固
は
隆
信
の

こ
の
両
者
が
「
竜
造
寺
一
門
」
の
冒
頭
に
登
場
す
る
。

以
上
、
凶
は
隆
信
ー
政
家
を
中
心
に
（
水
ヶ
江
竜
造
寺
家
、
隆
信
の
と
き
村
中
竜
造
寺
家
を
継
ぐ
）
、
ま
ず
直
系
一
門
を
記
載
し
、

ヶ
江
竜
造
寺
家
を
継
い
だ
家
門
の
孫
家
晴
（
諫
早
家
祖
）
を
記
載
し
て
の
ち
、
隆
信
四
代
前
の
康
家
の
長
男
胤
家
系
の
家
親
（
家
宗
）
と
そ

の
系
統
、
お
よ
び
胤
家
の
弟
家
員
（
家
和
、
村
中
竜
造
寺
家
祖
）
系
の
家
就
と
そ
の
子
弟
を
記
載
し
、
最
後
に
隆
信
の
父
周
家
の
弟
頼
純
系

お
よ
び
澄
家
（
純
家
）
系
を
記
載
す
る
と
い
う
よ
う
に
、
記
載
順
位
が
家
系
ご
と
に
整
然
と
記
載
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ
る
。

家
晴
を
第
四
位
に
記
載
し
て
い
る
の
に
対
し
、
c
は
そ
の
逆
の
順
序
で
記

載
す
る
と
い
う
よ
う
に
、
記
載
順
位
に
多
少
の
異
同
は
あ
る
が
、
ほ
ぽ
同
じ
順
位
で
記
載
し
て
い
る
。
⑱
c
と
囚
の
決
定
的
な
相
違
は
、
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同 知
行

瑣
に
わ
た
る
た
め
省
略
す
る
が
、
「
国
侍
」

宗
金
斎

(14)
以
下
五
名

(
1
6
.
1
7
.
2
0
.
2
1
.
2
3
)

逆
に
⑱
c
に
は
、

実

(16)
・
偏
房

(18)

・
信
家
(
1
9
)
・
家
善
（
賢
純
2
5
)
・
忠
清
(
2
8
)
・
雅
楽
助
（
雅
之
助
2
9
)
等
、
六
名
の
竜
造
寺
一
．
門
が
記
載
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
⑱
ゆ
の
記
載
順
位
は
凶
の
よ
う
に
家
系
ご
と
に
整
然
と
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
か
く
し
て
、
囚
の
竜
造
寺

は
、
家
親
（
家
宗
）
の
そ
れ
が
固
で
は
五

0
0
町
と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、

他
の
四
名
は
僅
か
な
誤
差
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

（
後
藤
）
家
信
（
一
、
一
―

1
0
0
町
）
の
両
名
を
加
え
て
八
、
九
一
九
町
、

い
て
一
万

0
、
四
六
一
町
と
一
万

0
、
四
六
六
町
と
な
っ
て
い
る
。

以
上
の
検
討
に
よ
っ
て
、
囚
と
⑱
c
は
史
料
系
列
を
異
に
し
、
c
は
⑪
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
以
下
煩

八

百

七

拾

丁

千
五
百
七
拾
丁

因
と
⑱
c
の
間
に
は
五
名
（
凶
の
6
.
8
.
9
.
2
0
.
2
1
)

（
後
掲
第
一
一
ー
一
表
）

竜
造
寺
式
部
左
衛
門
尉
家
睛

の
相
違
が
み
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。

⑱
c
で
は
五
、

0
0
0
町
と
な
っ
て
お
り
、
両
者
間
に
十

凶
の
総
知
行
面
積
は
（
江
上
）
家
種

⑱
c
の
そ
れ
は
そ
れ
ぞ
れ
家
種
・
家
信
を
除

ば
、
c
は
前
述
し
た
史
料
の
在
り
方
よ
り
検
討
し
て
、
⑱
を
写
し
取
り
「
肥
陽
旧
章
録
」
の
な
か
に
収
録
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

の
作
業
の
過
程
で
誤
写
を
生
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
家
親
（
家
宗
）
の
子
信
親
を
家
親
と
記
載
し
て
い
る
こ
と
き
は
、

あ
る
い
は
新
た
に
考
証
を
加
え
書
込
ん
だ
部
分
が
あ
る
。
例
え
ば

「
多
久
殿
末
多
久
美
作
殿
」

竜

造

寺

和

泉

守

長

信

「
諫
早
殿
末
諫
早
豊
前
殿
」

こ

そ
の
例
で
あ
る
。

以
下
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

と
す
れ

倍
の
開
き
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

（
一
、
七

0
0
町）

以
上
の
相
違
は
知
行
而
積
の
う
え
に
も
現
わ
れ
、

ら
れ
る
の
に
対
し
、

⑱
と
c
の
間
に
は
僅
か
一
名
（
⑲
の

2
6
.
c
の25)

一
門
は
二
九
名
、
⑱
c
は
と
も
に
一
一
七
名
と
な
っ
て
い
る
。

竜
造
寺
家
臣
団
の
構
成
と
そ
の
特
質
H

か
く
し
て
、

の
竜
造
寺
一
門
が
囚
に
全
く
記
載
が
な
い
こ
と
で
あ
り
、

に
知
行
面
積
の
相
違
が
み

知
行
面
積
で
重
要
な
こ
と

囚
の
信
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竜
造
寺
家
臣
団
の
構
成
と
そ
の
特
質
日

同 同

千
一
1

一

百

町

八
百
七
拾
町

知

行

千

七

百

町

日
竜
造
寺
一
門
（
後
掲
第
一
表
参
照
）

(2) 

章
録
」
に
収
録
さ
れ
た
段
階
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

竜

造

寺

播

磨

守

家

親

(12)

（

13) 

と
あ
り
、
右
肩
の
「
」
内
が
書
込
み
の
部
分
で
あ
る
。
「
多
久
美
作
」
は
長
信
三
代
目
の
茂
辰
、
「
諌
早
豊
前
」
は
家
晴
三
代
目
の
茂
敬
、

(14) 

「
藤
井
千
左
衛
門
」
は
家
親
四
代
目
の
（
藤
井
）
宗
親
を
そ
れ
ぞ
れ
指
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
⑰
が
筆
写
さ
れ
た
時
期
な
い
し
「
肥
陽
旧

で
は
、
囚
と
⑱
は
何
れ
が
原
型
に
近
い
か
、
何
れ
が
よ
り
基
本
史
料
と
し
て
利
用
で
き
る
か
、
次
に
両
者
の
記
載
内
容
に
つ
い
て
検
討

を
加
え
、
合
わ
せ
て
「
着
到
帳
」
記
載
の
「
家
臣
団
」
の
意
味
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
と
し
よ
う
。

「
着
到
帳
」
の
記
載
方
式
・
内
容

ま
ず
、
凶
「
五
箇
国
配
分
帳
」
と
⑱
「
隆
信
公
幕
下
着
到
」
の
若
干
例
を
抽
出
し
、
両
者
の
記
載
方
式
に
つ
い
て
比
較
検
討
し
よ
う
。

ー
囚
「
五
箇
国
配
分
帳
」

同

五

千

丁

「
御
三
男
鍋
島
若
狭
守
茂
網
之
父
」

竜

造

寺

和

泉

守

長

信

「
御
舎
弟
多
久
長
門
守
安
順
之
父
」

後

藤

善

次

郎

家

信

江

上

又

四

郎

家

種

「
御
1

一
男
佐
野
右
衛
門
茂
久
之
父
」

「
家
老
藤
井
殿
末
藤
井
千
左
衛
門
」
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以
上
に
よ
っ
て
、
囚
よ
り
⑱
が
原
型
に
近
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

あ
る
。
文
字
通
り
家
晴
の
「
前
名
」
を
記
載
し
た
も
の
で
、
当
時
の
通
称
を
示
し
て
お
り
、
囚
の
書
込
み
と
そ
の
趣
を
異
に
し
て
い
る
。

以
上
に
対
し
て
、

⑱
の
竜
造
寺
一
門
の
う
ち
、

い
は
家
系
上
の
説
明
を
加
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
「
」
内
が
そ
れ
を
示
し
て
い
る
が
、

れ
ぞ
れ
当
該
一
門
の
二
代
目
を
指
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
人
物
の
官
職
名
・
詭
か
ら
考
え
て
、
天
正
八
年
段
階
の
も
の
と
は
考
え
ら
れ

ず
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
後
世
の
書
込
み
で
あ
り
、
こ
の
点
c
の
「
旗
下
之
侍
付
」
に
等
し
い
。
た
だ
し
、
c
が
主
と
し
て
当
該
一
門
の
三

代
目
を
記
載
し
て
い
る
の
に
対
し
、
囚
は
二
代
目
を
記
載
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
囚
が
c
よ
り
先
に
成
立
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

肩
書
が
あ
る
の
は
竜
造
寺
式
部
左
衛
門
家
晴
の
み
で
、
「
諌
早
七
郎
左
衛
門
前
名
」
と

茂
久
・
茂
綱
・
安
順
・
信
昭
・
直
孝
は
、

囚
⑱
と
も
記
載
順
位
に
つ
い
て
は
先
に
述
べ
た
が
、
囚
の
特
色
は
、
そ
れ
ぞ
れ
右
肩
に
隆
信
を
基
準
に
そ
れ
と
の
続
柄
を
示
し
、
あ
る

同 同 同

千
五
百
七
拾
丁

三
百
八
拾
五
丁

諫
早
七
郎
左
衛
門
前
名

竜
造
寺
式
部
左
衛
門
家
睛

竜

造

寺

越

前

守

家

就

五

千

丁

同

五

百

丁

竜

造

寺

安

房

守

信

周

竜

造

寺

播

磨

守

家

宗

知
行

II
⑱
「
隆
信
公
幕
下
着
到
」

同 同

千
五
百
七
拾
町

八
百
七
拾
丁

竜

造

寺

和

泉

守

長

信

竜
造
寺
七
郎
左
衛
門
尉
家
晴

五

百

町

竜
造
寺
家
臣
団
の
構
成
と
そ
の
特
質
日

「
御
舎
弟
須
古
下
総
守
信
昭
之
父
」

竜

造

寺

安

房

守

信

周

「
諫
早
石
見
守
直
孝
之
父
」

そ
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竜
造
寺
家
臣
団
の
構
成
と
そ
の
特
質

H

五

II
⑱
「
隆
信
公
幕
下
着
到
」

知

行

百

丁

「
居
城
平
戸
」

同 同 同

千

町

「
居
城
諫
早
」

同

弐

千

町

国
侍
（
肥
前
幕
下
侍

ー
固
「
五
箇
国
配
分
帳
」

「-
1

一
根
郡
綾
部
村
白
虎
山
城
主
」

「
在
城
大
村
」

同

後
掲
第

1
一
ー
一
・
ニ
・
一1
-
•四
表
参
照
）

-1
一
百
九
拾
町

「
上
松
浦
鏡
之
城
主
」

同

百

町

知

行

五

百

拾

町

「
此
所
、
御
当
家
御
知
行
高
五
百
三
拾
町
と

有

之

候

得

共

、

」

仁

西

郷

二

郎

大

郎

純

尚

鍋

島

周

防

守

賢

純

綾

部

備

前

守

鎮

幸

大

村

丹

後

守

純

忠

草

野

中

務

大

夫

鎮

家

松

浦

肥

前

守

鎮

信

鍋

島

豊

前

守

信

房

鍋

島

「
肥
前
守
経
直
之
父
」

「
弥
平
左
衛
門
茂
正
之
父
」

豊

前

守

信

房
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同 同

二，

町

的
形
態
を
保
っ
て
い
な
い
。

賢
純
（
清
虎
）
と
記
載
し
て
い
る
の
に
対
し
、
⑱
は
三
郎
兵
衛
と
な
っ
て
い
る
。

式
で
あ
る
の
に
対
し
、
凶
は
統

詭
の
つ
け
方
が
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
の
で
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

国
侍
以
下
⑧
の
般
的
記
載
力

し
か
も
、
記
載
さ
れ
た

国
侍
（
肥
前
幕
下
侍
）
は
、
竜
造
寺
家
臣
団
の
中
核
を
構
成
す
る
も
の
で
、
鍋
島
氏
以
下
肥
前
七
郡
（
佐
賀
・
神
埼
・
三
根
・
小
城
・
杵
烏
．

藤
津
・
松
浦
八
下
松
浦
の
一
部
＞
）
の
国
侍
の
外
、
上
・
下
松
浦
、
彼
杵
・
高
来
（
北
轟
来
）
各
郡
に
割
拠
す
る
在
地
領
主
や
戦
国
大
名
が
記

載
さ
れ
て
お
り
、
と
く
に
囚
に
は
、
高
来
（
南
高
来
）
郡
の
有
馬
・
神
代
氏
や
壱
岐
の
日
高
氏
、
対
馬
の
宗
氏
ら
ま
で
記
載
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
、
凶
の
冒
頭
で
省
略
さ
れ
た
人
物
は
鍋
島
直
茂
で
あ
る
。
つ
い
で
直
茂
の
兄
信
房
が
登
場
す
る
が
、
⑱
で
は
信
房
・
信
昌
（
直
茂
）

の
順
序
で
記
載
し
て
い
る
。
「
奉
仰
御
高
名
書
載
不
仕
」
と
し
て
直
茂
を
省
略
し
て
い
る
こ
と
自
身
、
囚
が
す
ぐ
れ
て
鍋
島
時
代
に
成
立

し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
逆
に
⑱
は
直
茂
に
つ
い
て
「
飛
騨
守
侶
昌
」
と
い
う
当
時
の
官
職
名
・
詭
で
記
載
し
て
お
り
、
⑱
が
犬
正
八

年
段
階
の
史
実
を
忠
実
に
反
映
し
て
い
ろ
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
信
昌
が
信
生
に
改
名
す
る
の
は
天
JE
十
年
で
あ
り
、
さ
ら

(17) 

に
従
五
位
下
・
加
賀
守
に
任
じ
ら
れ
直
茂
に
改
名
す
る
の
は
同
十
七
年
で
あ
る
。

囚
の
鍋
島
一
門
は
、
す
べ
て
官
職
名
な
い
し
通
称
お
よ
び
緯
を
記
載
し
て
い
る
が
、
⑱
で
こ
の
両
者
を
記
載
し
て
い
る
の
は
信
房
・
信

昌
（
直
茂
）
の
両
名
の
み
で
、
他
は
官
職
名
な
い
し
通
称
で
示
し
諒
は
記
載
し
て
い
な
い
。
例
え
ば
清
泰
の
長
男
清
虎
は
、
囚
は
周
防
守

千

三

百

丁

ド

ニ

1

,

1

1

 

弐

大

村

理

専

斎

ご＇

町

松

肥

•IJ 
ず甘

守

同

後

浦藤

善

次

郎

同

千

七

百

丁

江

上

又

四

郎

哺

五

百

三

拾

T

五

拾

T

―
―
二
日
九
拾
丁

綾

部

備

哺

鍋

島

郎

兵

衛

前

守

同

竜
造
寺
家
臣
団
の
構
成
と
そ
の
特
質
日

鍋

島

飛

騨

守

信

昌
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緯
に
は
「
二
字
イ
ニ
ナ
シ
」
と
註
記
し
た
も
の
が
多
い
。

囚
が
作
成
さ
れ
た
段
階
に
史
料
と
な
っ
た
「
異
本
」
と
考
え
ら

れ
る
か
ら
、
凶
に
記
載
さ
れ
た
緯
は
、
囚
成
立
の
時
点
で
後
世
恣
意
的
に
追
加
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
鍋
島
時
代
に
お
け
る
若
到
帳

の
記
載
方
式
よ
り
考
え
て
、

外
、
緯
を
記
載
し
て
い
な
い
⑱
が
囚
よ
り
原
型
を
反
映
し
て
い
る
も
の
と
み
な
け
れ
は
な
ら
な
い
。
次
に
鍋
島
氏
以
外
の
国
侍
で
は
、
囚

に
知
行
面
積
の
記
載
の
あ
る
上
滝
氏
（
囚
112
・間
181

後
掲
第
ニ
ー
芝
表
参
照
）
ま
で
、
人
名
・
知
行
面
積
に
若
干
の
異
同
は
あ
る
が
、
囚
⑱

(189 

の
記
載
順
位
・
人
物
等
ほ
ば
一
致
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
囚
の
場
合
は
綾
部
氏
の
例
で
み
る
よ
う
に
、
知
行
面
積
の
右
肩
に
城
名
・
在
所

名
を
記
載
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
も
恣
恙
的
で
統
一
性
は
な
い
。
後
世
任
慈
に
追
加
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

囚
⑱
の
決
定
的
な
相
違
は
、
第
一
に
、
前
述
し
た
竜
造
寺
隆
信
の
二
男
家
種
・
三
男
家
似
が
、
囚
で
は
竜
造
寺
一
門
に
記
載
さ
れ
て
い

⑱
で
は
国
侍
の
欄

(121.122)

に
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
第
二
に
、

れ
な
が
ら
、
囚
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
第
三
に
、
囚
に
は
知
行
面
積
の
な
い
草
野
氏
以
下
四
一
一
名
の
国
侍
が
記
載
さ
れ
て
い
る

の
に
対
し
（
後
掲
第
ニ
ー
四
表
参
照
）
、
⑱
に
は
波
多
•
松
浦
氏
を
除
い
て
記
載
が
な
い
こ
と
、
以
上
で
あ
る
が
、
と
に
第
三
に
重
要
な
相

違
点
が
認
め
ら
れ
る
。
な
ん
と
な
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
国
侍
を
加
え
る
か
否
か
は
着
到
帳
の
構
成
、
ひ
い
て
は
竜
造
寺
「
家
臣
団
」
の
構
成

草
野
氏
の
欄
に
横
岳
家
実
（
三
0
0
町
）
を
除
い
て
田
中
氏
ま
で
、
「
異
本
二
知
行
ノ
記
載
ナ
シ
」
と
註
記
し
て
あ
り
、

囚
が
参
照
し
た
「
異
本
」
が
⑱
と
も
異
な
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

な
く
、
着
到
帳
の
構
成
員
は
⑱
に
等
し
い
。

諸
氏
や
壱
岐
・
対
馬
の
在
地
領
主
・
戦
国
大
名
を
国
侍
に
加
え
る
こ
と
に
は
疑
問
が
多
く
、
か
れ
ら
は
一
時
的
に
帰
順
し
あ
る
い
は
臨
機

応
変
に
参
陣
し
た
文
字
通
り
の
「
幕
下
着
到
」
で
あ
り
、
厳
密
な
意
味
に
お
け
る
家
臣
と
は
称
し
が
た
い
。
肥
前
七
郡
以
外
の
国
侍
の
な

こ
の
種
の
「
幕
下
着
到
」
が
存
在
し
（
例
え
ば
波
多
•
松
浦
・
大
村
・
西
郷
・
深
堀
）
、

竜
造
寺
家
臣
団
の
構
成
と
そ
の
特
質
H

か
に
も
、

天
正
八
年
の
着
到
帳
は
⑱

な
お
凶
に
は
、

に
重
大
な
影
聾
を
与
え
る
か
ら
で
あ
る
。

ろ
の
に
対
し
、

波
多
•
松
浦
氏
は
、
⑱
に
は
知
行
面
積
が
記
載
さ

着
到
帳
に
は
緯
を
記
載
し
な
い
の
が

一
般
方
式
で
あ
り
、

こ
の
意
味
で
、

こ
の
点
c
の
「
旗
ド
之
侍
付
」
に
も
草
野
氏
以
下
の
国
侍
の
記
載
は

こ
の
意
味
で
凶
は
特
異
な
存
在
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
事
実
、
有
馬
氏
ら
高
来
郡
の

こ
の
意
味
で
、 竜

造
寺
一
門
と
鍋
島
両
一
門
の

「
イ
」
と
は
、
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「
筑
後
和
仁
」

一

同

（

千

町）

和

仁

大

膳

「
二
字
イ
ニ
ナ
シ
」

宗

伝

「
筑
前
宝
満
之
城
主
」

一

五

千
同

町

「
二
字
イ
ニ
ナ
シ
」

戸

次

伯

者

入

道

道

雪

「
豊
前
馬
岳
」

一

同

千

町

高

橋

九

郎

「
二
字
イ
ニ
ナ
シ
」

元

種

「
肥
後
隈
本
城
主
」

一

同

―

―

一

千

町

「
筑
後
宝
満
之
城
主
」

一

同

三

千

町

「
下
筑
後
柳
川
城
主
」

一

知

行

一

万

二

千

町

□
筑
後
・
肥
後
・
筑
前
・
豊
前
幕
下
侍
（
後
掲
第
三
表
参
照
）

る
こ
と
は
前
述
し
た
通
り
で
あ
る
。

竜
造
寺
家
臣
団
の
構
成
と
そ
の
特
質
け

を
も
含
め
て
厳
密
な
史
料
批
判
が
必
要
で
あ
る
。
た
だ
し
、
⑱
が
囚
よ
り
原
型
に
近
く
、
天
正
八
年
段
階
の
史
実
を
忠
実
に
反
映
し
て
い

成
立
し
た
も
の
で
あ
り
、

凶
は
鍋
島
時
代
に
な
っ
て
、
幾
つ
か
の
「
異
本
」
を
参
照
し
な
が
ら
、
新
た
に
考
証
を
加
え
、
任
意
に
追
加
・
書
込
み
を
お
こ
な
っ
て

そ
の
際
、
意
識
の
中
心
に
あ
っ
た
も
の
は
、
か
つ
て
竜
造
寺
氏
が

II
五
州
二
島
の
太
守
II

で
あ
っ
た
こ
と
の
誇

り
で
あ
っ
た
ろ
う
。

一
見
も
っ
と
も
詳
細
で
あ
り
札
用
価
値
の
高
い
史
料
と
思
わ
れ
る
因
は
、
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
粉
許
さ
れ
整
然
と

し
た
体
裁
を
も
つ
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
第
二
節
以
下
の
考
証
で
⑱
を
基
本
史
料
と
し
て
用
い
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

ー
囚
「
五
箇
国
配
分
帳
」

城

越

前

守

親

貞

高

橋

主

膳

兵

衛

蒲

池

弾

正

少

弼

鎖

並
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竜
造
寺
家
臣
団
の
構
成
と
そ
の
特
質
け

で
あ
り
、
紹
運
は
⑱
で
は
「
千
町

次
の
高
橋
氏
に
つ
い
て
、

⑱
で
は
同
じ
一
1

一
千
町
を
有
す
る
高
橋
氏

隆
信
が
天
正
六
年
か
ら
八
年
ま
で
に
征
覇
し
た
筑
後
・
肥
後
・
筑
前
・
豊
前
の
硲
ド
侍
を

い
う
。
し
か
し
、
隆
信
は
こ
れ
ら
の
五
ヵ
国
を
完
全
に
支
配
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
肥
後
・
筑
前
は
半
国
、
豊
前
は
一
部
の
在
地
領
主
を

(19) 

帰
属
せ
し
め
た
に
過
ぎ
な
い
。
一
時
一
国
支
配
を
実
現
し
た
筑
後
に
お
い
て
も
、
絶
え
ず
有
力
な
在
地
領
主
（
国
人
領
主
）
の
離
反
に
遭

遇
し
、
隆
信
の
分
国
支
配
は
極
め
て
脆
弱
な
基
盤
の
う
え
に
立
っ
て
い
た
。
と
く
に
天
正
十
二
年
、
隆
信
が
島
原
合
戦
に
お
い
て
戦
死
す

そ
の
意
味
で
他
国
侍
は
天
正
八
年
に
の
み
通
用
す
る
幕
下
構
成
で
あ
り
、

る
や
、
竜
造
寺
氏
の
領
国
支
配
は
肥
前
を
含
め
て
大
き
く
動
揺
し
、
同
十
五
年
ま
で
に
竜
造
寺
氏
が
確
保
し
た
領
国
は
、
前
記
肥
前
七
郡

(20) 

と
筑
後
の
一
部
（
西
筑
後
）
に
過
ぎ
な
い
。

着
到
帳
の
記
載
方

ま
ず
、
囚
⑱
と
も
筑
後
の
蒲
池
鎖
並
（
館

て
い
る
か
、
山
下
蒲
池
氏
に
つ
い
て
、
固
は
「
千
六
百
町
蒲
池
志
摩
守
鏡
広
」
と
し
、
⑱
は
「
八
千
六
百
町

(21) 

し
て
お
り
、
知
行
面
積
・
官
職
名
・
諒
に
相
違
が
見
出
さ
れ
る
。
志
摩
守
鑑
広
が
当
時
の
名
称
で
あ
り
、
囚
の
鏡
広
は
閻
違
っ
て
い
る
。

柳
河
）
を
冒
頭
に
記
載
し
て
い
る
。
蒲
池
氏
は
、
こ
の
柳
河
蒲
池
氏
と
山
下
蒲
池
氏
に
分
か
れ

囚
は
三
千
町
と
し
主
膳
兵
衛
（
鎮
種
1
1
紹
運
）
を
記
載
し
て
い
る
が
、

と
し
て
九
郎
（
元
種
）
を
挙
げ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
九
郎
は
秋
月
種
実
の
二
男
で
高
橋
鑑
種
（
豊
前
馬
岳
）
の
養
子
と
な
っ
た
高
橋
氏

高
橋
」
と
記
載
す
る
の
み
で
あ
る
。
な
お
凶
の
紹
運
の
欄
に
追
記
し
て
あ
る
国
名
・
城
名
は
誤
り
で

式
も
不
明
確
な
点
が
多
い
。

国
侍
（
肥
前
幕
下
侍
）
以
外
の
他
国
侍
は
、

同

五

千

町

戸

次

道

節

同

千

町

高

橋

II
⑱
「
隆
信
公
幕
下
着
到
」

知

行

一

万

二

千

町

千千

同

町

城

越

flj 
ず月

守

同

町

高

橋 兵

九

郎

蒲

池

部

大

夫

蒲
池
近
江
守
鑑
広
」
と
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以
上
の
検
討
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、

肥
後
で
は
、
⑥
の
志
岐
（
豊
前
守
ニ
ヵ
所
に
登
場

竜
造
寺
家
臣
臣
の
構
成
と
そ
の
特
質
け

氏
ら
が
⑱
に
記
載
が
な
く
、

最
後
に
豊
前
に
お
い
て
は
、

筑
後
・
肥
後
・
筑
前
・
豊
前
の
幕
ド
侍
（
他
国
待
）
に
関
す
る
囚
⑱
の
記
載
内
容
に
は
大

と
す
べ
き
で
あ
る
。

「

筑

前

宝

満

・

岩

屋

之

城

主

」

総

じ

て

筑

後

に

お

い

て

は

、

凶

に

登

場

す

る

高

良

山

の

麟

圭

(
8
)

・
祝
部
(
1
0
)氏
以
下
鏡
山
(
1
1
)・
戸
原
(
2
6
)・上
野

(
4
6
)・城
島
(
4
7
)・
鐘
江
(
4
8
)
•津
山

(
5
0
)・
堤
(
5
7
)氏
ら
は
⑱
に
記

(22) 

載
さ
れ
て
い
な
い
。

2
0
.
2
8
)
・
大
津
山

(25)

・
合
志

(27)
・
和
仁

(49)

・
鹿
子
木

(51)

・
有
動

(58)

こ
の
う
ち
因
は
和
仁
氏
の
在
所
名
を
「
筑
後
和
仁
」
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
肥
後
和
仁
の
誤
り
で
あ
る
。

(23) 

囚
⑱
と
も
に
登
場
す
る
少
代
・
内
久
我
両
氏
は
、
他
の
史
料
に
小
代
・
内
空
閑
と
あ
る
。
阿
蘇
大
宮
司
の
知
行
面
積
に
つ
い
て
は
、
囚
が

(24) 

五
0
0
町
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、
⑱
は
五
、

0
0
0
町
と
し
、
両
者
間
に
十
倍
の
開
き
が
あ
る
。

(25) 

筑
前
で
は
、
麻
生
・
杉
・
千
手
・
黒
川
氏
な
ど
、
凶
⑱
と
も
に
苗
字
の
み
を
記
載
し
た
他
国
侍
が
多
く
、
⑱
の
場
合
、
こ
れ
に
宗
像
・

裔
橋
両
氏
が
加
わ
る
。
こ
の
こ
と
は
竜
造
寺
氏
の
筑
前
支
配
の
在
り
方
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
戸
次
氏
に
つ
い
て
は
、
凶
の
城
名
、
⑱
の

名
前
と
も
に
誤
り
で
、
道
雪

(11
鑑
連
）
は
筑
前
立
花
城
主
。
凶
の
記
載
方
式
で
ゆ
け
ば
、
筑
前
宝
満
城
に
は
高
橋
紹
運
と
戸
次
道
雪
が

居
城
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
、
囚
の
立
花
統
虎
（
宗
茂
）
の
城
名
を
立
花
城
と
す
る
の
も
誤
り
で
、
宗
茂
は
紹
運
の
子
で
天

(26) 

正
九
年
道
雪
の
養
子
と
な
っ
た
。

天
正
八
年
ま
で
は
紹
連
と
と
も
に
宝
満
城
に
あ
っ
た
。

し
、
誤
っ
て
追
記
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
⑱
は
宗
茂
に
つ
い
て
飛
騨
守
と
の
み
記
載
し
、
知
行
面
積
を
掲
げ
て
い
な
い
。
む
し
ろ
、
こ

の
方
が
天
正
八
年
段
階
に
お
け
る
宗
茂
の
存
在
を
忠
実
に
示
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
凶
に
登
場
す
る
重
松

(52)
・
曲
淵

(27) 

(53)

・
小
田
辺

(54)

・
大
霰

(55)
氏
ら
は
③
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
主
と
し
て
西
筑
前
の
他
国
侍
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、

(56)
氏
ら
は
⑱
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

(28) 

長
野
鎮
展
の
誤
り
で
あ
る
。

囚
⑱
と
も
に
登
場
す
る
の
は
前
述
し
た
高
橋
元
種
の
み
で
、

こ
の
こ
と
は
竜
造
寺
氏
の
豊
前
支
配
の
在
り
方
を
示
し
て
い
る
が
、

い
の
城
井

(44)

・
永
野

(45)

・
時
枝

こ
の
う
ち
永
野
鎮
辰
は

凶
は
こ
の
間
の
事
情
を
錯
綜

・
良
寛

(
9
)
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は
ヽ

き
な
相
違
が
あ
る
。
第
一
は
、
⑱
に
記
載
さ
れ
た
他
国
侍
の
数
（
三
四
名
）
に
比
較
し
て
、
囚
の
そ
れ
が
は
る
か
に
多
い
（
五
八
名
）
こ
と

で
あ
り
、
第
二
は
、
⑱
の
記
載
方
式
に
対
し
、
凶
の
そ
れ
が
筑
前
の
一
部
を
除
い
て
官
職
名
な
い
し
通
称
お
よ
び
詭
を
記
載
す
る
と
い
う

よ
う
に
整
備
と
し
た
体
裁
を
保
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

第
一
点
は
、

天
正
八
年
に
お
け
る
前
記
四
ヵ
国
の
幕
下
構
成
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
が
、

第
二
点
の
固
の
記
載
方
式

異
本
に
よ
っ
て
緯
を
追
記
（
「
二
字
ィ
ニ
ナ
シ
」
の
形
式
）
し
た
も
の
が
多
く
、
⑱
に
記
載
が
な
く
囚
の
み
に
登
場
す
る
他
国
侍
の
半

数
を
上
回
っ
て
い
る
。
ま
た
城
名
・
在
所
名
の
記
載
も
詳
細
で
、
知
行
面
積
も
「
異
本
」
に
よ
っ
て
追
記
し
た
も
の
が
か
な
り
あ
る
。
こ

の
こ
と
は
凶
の
他
国
侍
の
項
が
竜
造
寺
一
門
・
国
侍
の
項
と
同
じ
く
、
後
世
「
異
本
」
に
よ
っ
て
考
証
を
加
え
、
任
意
に
追
加
・
書
込
み

を
お
こ
な
っ
て
成
立
し
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
こ
こ
で
も

II
五
州
二
島
の
太
守
II

の
意
識
か
ら
粉
飾
さ
れ
整
然
と
し
た
体
裁
を
も
つ
に

至
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
城
名
・
在
所
名
・
緯
等
に
重
大
な
誤
り
が
あ
り
、
そ
の
ま
ま
史
料
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
は
危
険
で
あ
る
。

な
お
吟
味
を
必
要
と
す
る
も
の
で
あ
り
、

第
二
節
以
下
の
考
証
で

他
の
史
料
（
文
書
・
記
録
・
編
著
等
）
に
よ
っ
て
検
証
し
て
い
く
、
と
い
う
方

一
方
⑱
は
、
例
え
ば
立
花
道
雪
を
道
節
と
記
載
し
て
い
る
よ
う
に
誤
り
も
あ
る
が
、
人
名
の
記
載
方
式
は
国
侍
の
そ
れ
と
同
じ
く
一
般

的
記
載
方
式
を
採
用
し
て
お
り
、
こ
の
意
味
に
お
い
て
他
国
侍
の
項
も
、
囚
よ
り
⑱
が
原
型
に
近
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
竜

造
寺
氏
の
前
記
四
ヵ
国
に
対
す
る
支
配
の
在
り
方
よ
り
検
討
し
て
、

は
、
⑱
を
中
心
に
囚
を

II
異
本
II

と
し
て
参
照
し
な
が
ら
、

法
を
採
用
し
た
い
。

「
泰
盛
院
様
御
代
着
到
」
・
「
勝
茂
公
御
代
寛
永
五
年
惣
着
到
」
・
「
寛
永
五
年
惣
着
到
」
、
「
天
和
元
年
御
家
中
着
到
」
・
「
元
禄
八
年
着
到
」
．

「
元
禄
八
年
乙
亥
分
限
着
到
」
（
光
茂
）
、
「
吉
茂
公
御
代
宝
永
六
年
着
到
」
、
「
宗
茂
公
御
代
享
保
十
七
年
侍
着
到
」
・
「
宗
茂
公
御
代
惣
着
到
」
、

「
宗
教
公
御
代
寛
保
二
年
惣
着
到
」
・
「
寛
保
二
年
着
到
」
・
「
宗
教
公
御
代
宝
永
十
年
惣
着
到
」
、
「
治
茂
公
御
代
文
化
二
年
惣
着
到
」
、
「
弘
化

二
巳
年
総
着
到
」
（
直
正
）
（
佐
賀
県
立
図
書
館
所
蔵
）
。

(
2
)

「
泰
盛
院
様
御
印
帳
」
・
「
勝
茂
公
御
代
御
家
中
惣
石
高
御
印
帳
」
・
「
明
暦
二
年
御
印
帳
」
（
同
所
蔵
）
。

竜
造
寺
家
団
団
の
構
成
と
そ
の
特
質
H

＿
註
＿
(
1
)
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(19) 

(21) 

竜
造
寺
家
臣
団
の
構
成
と
そ
の
特
質

H

(
3
)

「
勝
茂
公
御
代
組
着
到
」
以
下
光
茂
・
綱
茂
・
宗
茂
・
宗
教
・
重
茂
・
治
茂
・
直
大
時
代
の
各
組
着
到
が
あ
る
（
同
所
蔵
）
。

(
4
)

「
御
家
中
諸
知
行
切
米
着
到
」
（
同
所
蔵
）
。

(
5
)

「
少
城
着
到
」
・
「
小
城
家
来
着
到
」
（
小
城
藩
着
到
同
所
蔵
）
、
「
着
到
」
・
「
座
席
組
着
到
」
・
「
惣
着
到
」
（
武
雄
鍋
島
家
着
到

教
育
委
員
会
所
蔵
）
。

(
6
)
(
7
)
相
田
二
郎
『
日
本
の
古
文
書
』
上
八
一
七
ー
一
九
頁
。

(
8
)

（9
)
佐
賀
県
立
図
書
館
所
蔵
。

(10)

「
肥
陽
旧
章
録
」
（
多
久
市
立
図
書
館
所
蔵
）
所
収
。

(11)
多
久
家
の
関
係
史
料
を
収
録
し
た
「
多
久
家
書
物
」
（
佐
賀
県
立
図
書
館
所
蔵
）
に
も
囮
の
「
天
正
八
年
肥
筑
豊
太
守
竜
造
寺
山
城
守
藤
原
隆

信
公
御
一
家
井
御
家
中
旗
下
之
侍
付
写
」
と
同
一
の
史
料
を
収
録
し
て
い
る
。
な
お
、
「
直
茂
公
譜
考
補
」
三
に
も
「
隆
信
公
五
箇
国
御
領
知

ノ
節
御
一
門
井
肥
前
国
中
譜
代
幕
下
侍
領
地
弐
十
町
以
上
配
分
覚
」
お
よ
び
「
肥
後
筑
後
筑
前
豊
前
幕
下
侍
」
を
収
録
し
て
い
る
が
、
通
称
・

知
行
面
積
に
お
い
て
囚
・
個
と
若
干
相
違
す
る
も
の
の
、
竜
造
寺
一
門
・
国
侍
•
他
国
侍
と
も
、
人
的
構
成
は
ほ
と
ん
ど
個
と
同
じ
で
あ
り
、

こ
れ
ま
た
⑱
の
史
料
系
列
に
属
す
る
。

(
1
2
)
i
(
1
4
)

「
竜
造
寺
御
系
図
」
（
佐
賀
県
立
図
書
館
所
蔵
）
。

(15)

「
竜
造
寺
御
系
図
」
。

(16)

『
九
州
治
乱
記
』
（
北
肥
戦
誌
）
巻
之
二
五
（
『
肥
前
叢
書
』
第
二
輯
所
収
）
一
1

一
三
五
頁
。

(17)

「
直
茂
公
譜
」
（
佐
賀
県
立
図
書
館
所
蔵
）
第
五
、
『
九
州
治
乱
記
』
巻
之
三
四
四
七

0
頁。

(18)
囚
の
小
川
右
馬
助

(15)
か
ら
同
越
中
守

(19)
ま
で
、
⑱
で
は
納
富
姓
と
な
っ
て
い
る
が
、
凶
に
登
場
し
側
に
記
載
の
な
い
も
の
は
秀
島
淡

路
守

(70)
・
小
島
上
総
守

(109)
・
臨
田
善
兵
衛

(148)
・
北
島
賢
元

(154)
の
四
名
、
逆
に
⑱
に
登
場
し
囚
に
記
載
の
な
い
も
の
は
三
浦

四
郎
右
衛
門

(
4
5
)・多
々
良
治
部
大
輔

(
4
7
)・北
島
主
馬
允
(
l
l
O
)
•
田
中
上
総
守(
1
1
1
)
・
久
間
孫
太
郎

(
1
3
3
)
・
深
江
下
野
守
(
1
3
5
)

・
後
藤
弥
次
郎

(139)
．
癒
島
左
馬
助

(143)
・
相
良
進
左
衛
門

(177)
の
九
名
、
合
わ
せ
て
一
三
名
で
あ
る
（
後
掲
第
ニ
ー
一
・
ニ
・
三
表

参
照
）
。
な
お
後
掲
第
ニ
ー
三
表
⑱
の
波
多
下
野
守

(123)
は
、
知
行
面
積
の
記
載
の
な
い
後
掲
第
ニ
ー
四
表
に
記
載
さ
れ
（
囚
1
9
7
)
、
同
じ
く

凶
の
松
浦
鎮
信

(174)
は
⑱
と
対
照
さ
せ
る
意
味
に
お
い
て
後
掲
第
ニ
ー
三
表
に
記
載
し
て
い
る
。

(20)
藤
野
保
「
竜
造
寺
領
国
の
形
成
過
程
と
国
人
領
主
の
動
向
」
（
『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
二
ニ
号
）
参
照
。

『
九
州
治
乱
記
』
巻
之
二
四
三
二
六
ー
ニ
七
頁
、
「
藤
竜
家
譜
」
三
・
「
隆
信
公
御
年
譜
」
坤
（
と
も
に
佐
賀
県
立
図
書
館
所
蔵
）
。
『
佐
賀

武
雄
市
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第
一
表
は
天
正
八
年
に
お
け
る
三
種
類
（
囚
1
1
「
五
箇
国
配
分
帳
」
・
⑱
1
1
「
陥
信
公
幕
下
着
到
」
．
囮
廿
「
旗
下
之
侍
付
」
）
の
着
到
帳
の
う

ち
、
竜
造
寺
一
門
に
関
す
る
史
料
を
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
第
一
節
で
試
み
た
史
料
批
判
に
も
と
づ
き
、
こ
こ
で
は
主
と
し
て
⑱
を

中
心
に
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
。

竜
造
寺
一
門
が
竜
造
寺
家
臣
団
の
中
核
を
占
め
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
一
門
の
構
成
で
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、
隆
信
四
代
前

の
康
家
の
長
男
胤
家
系
お
よ
び
二
男
家
員
（
家
和
、
村
中
竜
造
寺
家
祖
）
系
が
多
数
を
占
め
て
い
る
こ
と
で
一
五
名
を
占
め
、

竜
造
寺
家
臣
団
の
構
成
と
そ
の
特
質
日

(1) 

竜

造

寺

門

県
史
料
集
成
』
三
巻
所
収
の
「
竜
造
寺
家
文
書
」
一
四
七
号
の
起
請
文
差
出
人
は
「
蒲
池
志
摩
守
鑑
廉
・
蒲
地
兵
庫
頭
鎮
連
」
と
な
っ
て
い
る

が
、
「
藤
竜
家
譜
」
三
所
収
の
同
じ
起
請
文
差
出
人
は
「
蒲
池
志
摩
守
鑑
広
・
蒲
池
兵
庫
頭
鎖
運
」
と
な
っ
て
お
り
、
前
者
の
間
違
い
で
あ
る
。

(22)
筑
後
の
他
国
侍
の
う
ち
、
凶
の
草
野
鎮
員
は
鑑
員
の
誤
り
。
安
武
鎮
家
の
緯
を
家
教
な
い
し
鎮
教
と
す
る
文
献
も
あ
る
。
総
じ
て
囚
⑱
と
も
に

官
職
名
な
い
し
通
称
に
疑
問
が
多
い
。
肥
後
以
下
の
他
国
侍
の
場
合
も
同
じ
（
『
九
州
治
乱
記
』
・
「
竜
造
寺
家
文
書
」
・
「
藤
竜
家
譜
」
．

「
隆
信
公
御
年
譜
」
等
）
。

(23)
註

(22)
参
照
。

(24)
そ
の
外
肥
後
の
他
国
侍
の
う
ち
、
囚
の
城
親
貞
は
親
賢
の
誤
り
。
個
の
貝
は
甲
斐
に
訂
正
す
べ
き
で
あ
る
（
註

(22)
参
照
）
。

(25)
そ
の
う
ち
凶
の
麻
生
氏
は
「
異
本
」
に
よ
っ
て
詭
（
鎮
貞
）
を
追
記
し
て
い
る
。

(26)

『
立
花
文
書
』
、
『
旧
柳
川
藩
志
』
上
巻
五
ニ
ー
三
頁
、
藤
野
保
『
新
訂
幕
藩
体
制
史
の
研
究
』
七
五
二
頁
。

(27)
凶
の
重
松
氏
以
下
の
城
名
は
誤
謬
が
多
く
、
重
松
氏
は
脇
山
、
曲
淵
氏
は
飯
場
、
小
田
辺
氏
は
荒
平
、
大
露
（
鶴
）
氏
は
鷲
岳
に
訂
正
す
べ
き

で
あ
る
。
な
お
小
田
辺
氏
は
小
田
部
紹
叱
、
柑
子
岳
城
主
は
臼
杵
鎮
富
。
曲
淵
資
房
の
詭
は
房
資
ま
た
は
房
助
。
な
お
小
田
部
・
大
鶴
両
氏
は

天
正
七
年
に
戦
死
し
て
お
り
、
こ
の
両
名
を
翌
八
年
の
幕
下
構
成
員
に
加
え
る
の
は
不
適
当
で
あ
る
（
註

(22)
参
照
）
。

(28)

『
九
州
治
乱
記
』
巻
之
二
五
三
四
一
頁
、
「
藤
竜
家
譜
」
四
・
「
直
茂
公
譜
」
第
三
。

竜
造
寺
氏
の
幕
下
構
成
と
形
成

三
男
家
兼
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第 1表 竜 造 寺

門

(A) (B) (C) 

胃 人 名
知行 胃 人 名

知行 胃 人 名
知行

面積 面積 面積

町

1 江上家種 1,700 
（別欄に記載） （ 同 ） 

2 後藤家信 1,300 

3 竜造寺長信 870 1 同 '，町 1 同 '，町

4 同 信周 500 2 同 ', 

I ! 同
', 

5 同 家晴 1,570 4 同 ,,. 同 ク

6 同 家親 500 3 同 家宗 5,000 4 同 家親 5,000 

7 同 信親 77 13 同 ', 13 同 家親 ，，， 

8 同 家俊 70 26 同 50 25 同 55 ， 同 信明 55 15 同 77 15 同 77 

10 同 家就 385 5 同 ,， 5 同 ，' 

11 同 光則 100 6 同 ケ 6 同 兵部大輔 ク

12 同 鎮家 100 7 同 ', 7 同 ', 

13 同 家直 200 11 同 ', 11 同 ', 

14 同 信貞 100 ， 同 ，， ， 同 ', 

15 同 家久 120 12 同 ，，， 12 同 ，，， 

16 同 信実

17 同 信時 100 8 同 ，， 8 同 ，' 

18 同 信房 50 

19 同 信家 50 

20 同 信門 200 10 同 180 10 同 180 

21 同 ｛言秀 180 22 同 190 22 同 190 

22 同 宗珍 50 25 同 宗珍斎 ', 27 同 宗珍斎 ク

23 同 信氏 100 18 同 ', 18 同 ', 

24 同 信純 62 19 同 ，， 19 同 ', 

25 同 賢純 50 

26 同 康房 300 24 同 ，' 24 同 ，，， 

27 同 信光 30 27 同 新助 ', 26 同 新助 ク

28 同 忠清 100 

29 同 稚之助

計 29 名 8,919 
14 同 宗金斎 50 14 同 宗全斎 50 
16 同 意泉斎 50 16 同 立泉斎 50 
17 同 三郎兵衛 50 17 同三郎兵衛尉 50 
20 同 惟明 50 21 同 惟明 50 
21 同 九郎左行門 50 20 同九郎左衛門尉 50 
23 同 兵部少輔 50 23 同 兵部少輔 50 

計 27 名 10,461 計 27 名 10,466 

竜
造
寺
家
臣
団
の
構
成
と
そ
の
特
質
日

（註］ 「五箇国配分帳ー天正8年肥筑豊太守竜造寺隆信公・同御長男政家公御一家井御家中

幕下之衆知行附写」(A). 「五ヶ国御領地之節配分帳ー隆信公幕下着到ー」(B)・「天

正8年肥筑豊太守竜造寺山城守藤原隆信公御一家井御家中旗下之侍付写」 (C)によっ

て作成。
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（
水
ヶ
江
竜
造
寺
）
系
は
僅
か
六
名
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
天
文
十
四
年
、
少
弐
冬
尚
ら
の
包
囲
攻
撃
に
あ
っ
て
、
水
ヶ
江
竜
造
寺

(
1
)
 

系
の
家
兼
の
子
家
純
・
家
門
お
よ
び
家
純
の
子
周
家
・
頼
純
・
澄
家
（
純
家
）
、
家
門
の
子
家
泰
ら
が
こ
と
ご
と
く
戦
死
し
た
こ
と
に
よ

る
が
、
竜
造
寺
一
門
の
主
た
る
構
成
が
胤
家
系
お
よ
び
家
員
系
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
翌
十
五
年
、
家
兼
の
曽
孫
閲
月
（
周
家

(
2
)
 

長
男
）
が
還
俗
し
て
水
ヶ
江
竜
造
寺
家
を
相
続
し
た
理
由
も
こ
こ
に
あ
っ
た
。
の
ち
の
隆
信
で
あ
る
。

っ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
天
文
十
七
年
、
隆
信
は
村
中
竜
造
寺
家
の
嫡
孫
胤
栄
の
死
亡
を
契
機
に
、

(
3
)
 

を
相
続
す
る
こ
と
と
な
り
、
竜
造
寺
惣
領
家
の
地
位
に
つ
い
た
。
水
ヶ
江
竜
造
寺
家
（
庶
流
）
が
村
中
竜
造
寺
家
（
嫡
流
）
に
と
っ
て
代
わ

一
門
の
構
成
で
胤
家
系
お
よ
び
家
員
系
が
多
数
を
占
め
て
い
る
こ
と
は
、
け
だ
し
当
然
で
あ
る
。
水
ヶ
江
竜
造
寺
系
の

一
族
・
重
臣
の
与
望
を
担
っ
て
村
中
竜
造
寺
家

長
信
・
信
周
、
お
よ
び
庶
流
の
家
晴
ら
が
一
門
の
な
か
で
有
力
な
地
位
を
占
め
る
の
は
、
永
禄
以
降
、
と
く
に
元
亀
元
年
、
鍋
島
直
茂
の

功
績
に
よ
り
、
今
山
合
戦
に
お
い
て
大
友
勢
を
肥
前
よ
り
撃
退
し
た
の
ち
で
あ
り
、
こ
の
年
以
降
強
力
に
展
開
さ
れ
る
隆
信
の
肥
前
征
服

戦
の
一
環
と
し
て
、
長
信
を
多
久
に
、
信
周
を
小
田
（
の
ち
須
古
）
に
、
家
晴
を
蓮
池
（
の
ち
肥
後
南
関
↓
筑
後
柳
河
）
に
そ
れ
ぞ
れ
配
置
し

て
い
る
。
ま
た
、
隆
信
の
直
系
一
門
で
あ
る
家
種
・
家
信
は
、
有
力
な
国
人
領
主
に
対
す
る
懐
柔
策
の
一
環
と
し
て
、
家
種
は
元
亀
一
一
年

(
5
)

（

6
)
 

神
埼
郡
城
原
の
江
上
武
種
の
養
子
と
し
、
家
信
は
天
正
五
年
杵
島
郡
武
雄
の
後
藤
貴
明
の
養
子
と
し
て
い
る
。
着
到
帳
で
い
う
「
国
侍
」

に
該
当
し
、
⑱
に
お
い
て
一
門
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
な
お
、
先
に
天
文
十
四
年
戦
死
し
た
澄
家
家
を
相
続
し
た
康
房

(
7
)
 

は
直
茂
の
弟
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
水
ヶ
江
系
の
竜
造
寺
諸
氏
は
、
隆
信
の
肥
前
征
服
戦
か
ら

II
五
州
の
太
守
II

に
上
昇
し
て
い
く
過
程
に
と
も
な
っ
て
強
化

さ
れ
て
い
く
が
、
天
正
八
年
の
着
到
帳
に
お
け
る
一
門
の
構
成
は
、
ま
さ
に
以
上
み
る
一
門
形
成
過
程
の
結
果
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
こ

一
門
の
な
か
で
最
大
の
所
領
規
模
を
有
す
る
の
は
胤
家
系
の
家
親
（
家
宗
）

と
つ
づ
き
、

で
、
五
、

0
0
0
町
と
い
う
知
行
面
積
は
、
⑱
に
記
載
す
る
肥
前
の
幕
下
構
成
で
は
、
国
侍
の
波
多
氏
に
つ
い
で
第
二
位
を
占
め
る
。
以

・
信
周
（
五
0
0
町

）

外

に

三

0
0
町
以
上
を
有
す
る
の
は
、

下
水
ヶ
江
系
の
家
晴
（
一
、
五
七0
町
）
•
長
信
（
八
七0
町
）

竜
造
寺
家
臣
団
の
構
成
と
そ
の
特
質
日

の
こ
と
は
一
門
の
知
行
面
積
の
う
え
に
も
現
わ
れ
て
い
る
。
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次
に
⑱
に
記
載
さ
れ
た
一
八
一
名
の
国
侍
を
氏
姓
別
に
み
る
と
一
―
―
名
（
氏
）
と
な
る
。
こ
の
う
ち
鍋
島
・
納
富
・
小
川
・
福
地
・

(11) 

江
副
•
安
住
氏
ら
が
最
古
参
の
譜
代
で
あ
る
が
、
「
九
州
治
乱
記
』
は
永
禄
十
二
年
の
段
階
で
、
「
譜
代
相
伝
の
家
人
」
と
し
て
、
以
上
の

(12) 

外
、
百
武
・
西
村
・
副
島
・
馬
渡
・
土
肥
・
成
松
・
内
田
・
小
林
・
鴨
打
•
徳
島
・
野
田
・
高
岸
•
石
井
党
を
挙
げ
て
い
る
。

年
、
隆
信
が
今
山
合
戦
に
お
い
て
大
友
勢
を
肥
前
よ
り
撃
退
し
、
戦
国
大
名
と
し
て
雄
飛
す
る
直
前
の
譜
代
衆
で
あ
る
。

事
実
、
隆
信
は
今
山
合
戦
以
降
、
東
部
・
西
部
・
北
部
肥
前
と
筑
後
に
対
す
る
同
時
四
面
作
戦
を
開
始
し
、
肥
前
の
征
覇
に
乗
り
出
す

値
に
加
え
て
い
る
。

1
1
一
八
一
名
・
因
1
1
一七
1

一
名
）
、
三
四
名
の
誤
差
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

第
二
表
の
一
・
ニ
・
三
は
、
同
じ
く
国
侍
（
肥
前
幕
下
侍
）
に
関
す
る
凶
⑱
の
着
到
帳
を
比
較
し
た
も
の
で
あ
り
、
四
は
⑱
に
記
載
が

な
く
囚
の
み
に
登
場
す
る
国
侍
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
⑱
を
基
本
史
料
と
し
て
用
い
る
が
、
同
時
に
囚
を
参
照
し
な
が
ら
史

(
8
)
 

料
批
判
を
加
え
、
竜
造
寺
氏
の
領
主
制
の
展
開
な
い
し
領
国
支
配
の
在
り
方
と
の
関
連
に
お
い
て
、
い
わ
ゆ
る
家
臣
団
と
一
時
的
に
あ
る

い
は
臨
機
応
変
に
参
陣
し
た
「
幕
下
着
到
」
を
類
別
し
、
竜
造
寺
家
臣
団
の
構
成
を
明
ら
か
に
し
て
ゆ
き
た
い
。

(
9
)
 

ま
ず
、
⑱
に
記
載
さ
れ
た
国
侍
は
鍋
島
信
房
以
下
上
滝
志
摩
守
に
至
る
ま
で
総
て
一
八
一
名
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
凶
に
記
載
さ

(10) 

れ
た
国
侍
は
1

二
五
名
で
、
両
者
の
間
に
三
四
名
の
誤
差
が
あ
る
。
こ
の
誤
差
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
⑱
に
記
載
が
な
く
囚
の
み
に
登
場

す
る
四
三
名
の
国
侍
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
が
（
第
ニ
ー
四
表
）
、
す
で
に
上
滝
氏
ま
で
に
九
名
の
誤
差
が
生
じ
て
い
る
た
め
（
個

た
だ
し
波
多
•
松
浦
氏
は
⑱
凶
に
登
場
す
る
た
め
、
双
方
の
数

①

国

竜
造
寺
家
臣
団
の
構
成
と
そ
の
特
質
日

侍

11100
町
）
の
み
で
あ
る
。

以
上
の
外
、

家
員
系
の
家
就
（
三
八
五
町
）
と
康
房
（
康
信

に
こ
の
傾
向
は
凶
に
記
載
の
な
い
宗
金
斎
ら
六
名
の
知
行
面
積
（
と
も
に
五
0
町
）
に
現
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

面
積
（
一
万
0
、
四
六
一
町
）
が
肥
前
の
国
侍
に
対
し
優
位
を
占
め
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

元
亀
元

一
門
の
所
領
規
模
は
相
対
的
に
小
さ
く
、

一
門
二
七
名
の
総
知
行
と
く
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第2-1表 国 侍（肥前幕下侍）

竜造寺家臣団の構成とその特質H

(Al (B) 

番
人 名

知行 胃 人 名
知行 （A) 備 考

号 面積 面積

1 匿 名 530' 2 同 信 自Eヨ ク ， ※鍋島直茂
2 鍋島信 防 510 1 I五l 500 

3 同 賢 純 100 7 同 二郎兵衛 50 ＊鍋島消虎

4 同 賢 実 100 4 同 四郎左衛門 50 ＊鍋島茂吉

5 同 信 経 100 3 同 淡路守 ク

6 同 信 r 疋 80 5 同 弾正左衛門 50 ※鍋島賢秀

7 同 1苫 久 50 6 同 治部少輔 ', ＊鍋島茂良

8 小川大炊佐 500 8 同 ，， 沃小川信俊

9 同 玄蕃允 500 ， 同 50 

10 同 三郎左衛門 37 10 同 ク

11 同 左馬助 50 11 同 ', 

12 納富賢 妙 500 12 同 左馬佐 ケ

13 同 九兵衛尉 200 13 同 九兵衛
,, 

14 同 七郎兵衛尉 100 14 同 七郎兵衛 ', 

15 小川右馬助 58 15 納富右馬助 ', 

16 同 伊予守 50 16 納富伊予守 ', 

17 同 三郎左衛門 31 17 納富―-．．郎兵衛 ', 

18 同 越後守 50 18 納宮越後守 ，， 

19 同 越中守 200 19 納富越中守 ，， 

20 馬渡栄 信 300 20 同 越後守 ', 

21 同 光 明 97.5 21 I廿l 三河守 ', 

22 同 信 光 102 22 同 兵部少輔 ', 

23 同 刑部少庫甫 80 23 同 ,， 

24 同 賢 斎 100 24 詞 ，' 

25 馬場筑前守 500 25 同 ', （三根郡中野城主・まえ綾部在城）

26 同 左衛門附 50 26 同 ，， 

27 同 杢左衛門尉 50 27 同 杢左衛門 '， 

28 同 鑑 居l700 28 同 ', 

29 同 鎮 100 100 29 同 中務大夫 ', 

30 高木盛 房 400 30 |ri］ 左馬大輔 410 

31 同 竜運斎 50 31 同 ク

32 同 太栄斎 150 32 同 ク

33 同 左 助 33 33 同 ，， 

34 副島長門守 380 34 同 ', 

35 高木右近丞 100 35 副島右近允
,， 

36 同 式部少輔 50 36 副島式部少輔 ク

37 立 III 讃岐守 150 37 同 ', 

—----
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38 倉町信 俊 300 38 同 左衛門大夫 ,， 

39 同 信 吉 125 39 同 大隅守 '， 

40 同 信 光 100 40 同 近江守 ，， 

41 同 右衛門兵衛 30 41 同 ', 

42 西村家 秀 200 42 同 伊予守 ，，， 

43 同 信 勢 120 43 同 因幡守 ', 

44 三浦左衛門附 300 44 同 左衛門允 ', 

45 三浦四郎右衛門 200 

45 多々良壱岐守 200 46 同 ', 

47 多々良治部大輔 50 

46 西岡美濃守 200 48 同 115 

47 岩松伊豆守 115 49 同 信 繁 300 

48 水町平左衛門附 300 50 同 平左衛門 ', 

49 同 六郎兵衛尉 300 51 同 六郎兵衛 50 

50 久布白又右衛門尉 200 52 同 又右衛門 ', 

51 小森大蔵丞 195 53 小林大 蔵 ', 

52 同 弥 助 (50) 54 小林弥 助

53 田崎主計允 107 55 同 主 計 ', 

54 同 外 記 90 56 同 ', 

55 橋本源右衛門 100 57 同 源左衛門 ，， 

56 成松信 勝 300 58 同 刑部少輔 ク

57 同 内蔵允 50 59 同 内蔵允 ', 

58 中島進士兵衛 90 60 同 ', 

59 秀島雅楽助 117 61 同 'ン

60 岩部相模助 77.8 62 同 相模守 ，， 

竜
造
寺
家
臣
団
の
構
成
と
そ
の
特
質
H

〔註〕 本表作成の史料は第 1表（A)・ (B) と同じ。備考欄は（A)に記載された城地名・(£

邑名を示す。（ ）内の知行面積は異本によって追記したもの，以下同じa

の
戦
略
は
北
部
肥
前
の
松
浦
地
方
の

あ
る
。

け
る
い
わ
ば
外
様
系
の
新
参
家
臣
で

•
横
岳

（
家
広
崎
村
）
、

川
（
姉
川
）
•
本
告
（
本
告
）
・
犬
塚

塚
（
鎮
家

め、 佐
賀
・
小
城
郡
北
部
）
両
氏
を
は
じ

で
、
最
大
の
強
敵
で
あ
っ
た
江
上

く
ま
し
ろ
さ
ん
な
い

（
神
埼
郡
城
原
）
・
神
代
（
山
内
1
1
神
埼

佐
賀
郡
の
高
木
（
高
木
）
・
犬

蒲
田
津
）
、

神
埼
郡
の
姉

三
根
郡
の
馬
場

（
中
野
）
・
綾
部
（
綾
部
）

（
西
島
）
、
養
父
郡
の
筑
紫
（
朝
日
山
）

氏
、
さ
ら
に
藤
崎
・
重
松
氏
ら
を
咆

(14) 

下
に
従
え
た
。
竜
造
寺
家
臣
団
に
お

東
部
肥
前
を
平
定
し
た
隆
信
の
次

平
定
に
あ
っ
た
。
す
で
に
元
亀
元
年

弟
長
信
を
し
て
多
久
（
小
城
郡
）
の
小

田
氏
を
攻
撃
せ
し
め
、
そ
の
ま
ま
多

(13) 
が
、
ま
ず
東
部
肥
前
の
平
定
の
過
程
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第2-2表 国 侍（肥前幕下侍）

竜造寺家臣団の構成とその特質H

(A) (B) 

胃 人 名
知行 胃 人 名

知行 (A) 備 考

面積 面積

61 江上澄 種 98 63 同 蔵 入 ，' 

62 西村家 秀 102 64 同 左馬助 ', 

63 成富信 種 250 65 同 甲斐守 50 

64 同 主殿助 35 66 同 ，，， 

65 同 刑部少輔 35 67 同

66 安住石見守 200 68 同 ，，， 

67 同 家 ム月ヒヒ 111 69 同 安芸守 110 

68 同 .llJ). 臣ピ 物 50 70 同 ', 

69 秀島孫五郎 190 71 同 ', 

70 同 淡路守 190 

71 高木宗左衛門 90 72 同 190 

72 同 幸純斎 32 73 同 ，，， 

73 梅崎四郎兵衛 62 74 同 60 

74 土橋神 介 50 75 同 神 助 ケ

75 仁戸田九郎左衛門 50 77 同 九郎兵衛 ', 

76 山領主馬允 50 76 同 ，' （川副） ＜佐賀郡＞

77 原口憲 秀 50 78 同 対馬守 ク

78 千布家 利 100 79 同 因幡守 ，，， 

79 同 宗右衛門 100 80 同 ク （千布城主） ＜佐賀郡＞

80 犬塚伯者守 200 81 同 ケ （崎村城主） ＜神崎郡＞

81 江副伊賀守 200 82 同 ，，， 

82 同 兵庫助 200 83 同

83 諸岡尾張守 200 84 同 ，， 

84 藤山隼 人 95 85 同 隼人正 ，， 

85 吉岡市 助 100 86 同 市 介 ', 

86 田中権右衛門 102 87 同 ク

87 勝屋勝市軒 300 88 同 勝一軒 ', 

88 牧口讃岐守 200 89 同 ', 

89 石井肥後守 50 97 同 90 （飯盛城主） ＜佐賀郡＞

90 津山備中守 90 90 同 ク

91 兵動弥三郎 91 91 同 弥次郎 ', 

92 福地周防守 200 92 同 250 

93 小柳壱岐守 51 93 同 ケ （城原） ＜神埼郡＞

94 志波掃部助 68 94 同 ，， 

95 田原尚 明 90 95 田川 刑部左衛門 ，' 

96 石井左衛門 90 96 同 左衛門大輔 ，， 

97 綾部鎮 寺 390 98 同 備前守 ケ （三根郡綾部白虎山城主）
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98 綾部縫殿助 200 99 同 ケ （三根郡綾部鷹取城主）

99 横尾出羽守 100 100 同 ', 

100 同 内蔵允 1101 同

101 中山右衛門允 80 102 同 ', 

102 服部伊賀守 100 103 同 ケ

103 枝吉 三郎右衛門 100 104 同 ', 

104 執行種 兼 205 105 同 越前守 ケ （城原伊勢福寺）＜神埼郡勢褐寺＞

105 土肥家 実 500 106 同 出雲守 ，， （三根郡米田村）

106 糸山将 監 90 107 同 ，' 

107 蒲原 九郎左衛門 200 108 同 ，' （嘉瀬中原） ＜佐賀郡＞

108 横山嘉兵衛 100 109 同 力II兵衛 ク

109 小島上総守 100 
！ 
110 北島主馬允 100 

lll 田中 K総守 100 

110 武藤貞 清 100 112 同 抒 監 ヶ

lll 葉 佐 助 100 113 同 伍 助 ，， 

112 士山弾正忠 90 114 I, il ,, 

113 石田釆女正 73 115 同 ク

114 河浪 nI内守 100 116 河波河内守 100 
115 五郎III 帯 力 60 117 同 ク

116 渋谷治部大夫 120 ll8 圃 ', 

117 仁戸田 左近大輔 100 119 同 ', 

118 中野庄四郎 102 120 同 ク

121 江＿l: 丈四郎 1,700 

122 後藤袢次郎 1,300 

竜
造
寺
家
臣
団
の
構
成
と
そ
の
特
質
H

［註〕 本表作成の史料は第 1表 (A)・ (B) と同じ。備考欄の（ ）は第 2-l表と同じ，

＜ ＞は筆者が追加した郡名・城地名。

許
到
」
に
入
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

は
ヽ

い
わ
ゆ
る

「
帯
下

久
に
配
慨
し
て
松
浦
地
方
に
備
え
た

隆
信
は
、
天
正
元
年
よ
り
松
浦
地
方

の
攻
略
を
開
始
し
た
。
主
た
る
攻
撃

田
氏
を
は
じ
め
、
松
浦
党
支
流
の
在

(15) 

地
領
主
が
塵
下
に
属
し
た
。
し
か

し
、
こ
れ
ら
松
浦
党
支
流
の
諸
氏

を
、
す
べ
て
竜
追
寺
家
臣
団
に
加
え

と
そ
の
家
臣
八
並
•
福
井
氏
（
第
二

ー
四
表
囚
）

隆
信
の
次
の
攻
撃
目
標
は
西
部
肥

前
に
あ
っ
た
。
最
大
の
強
敵
は
杵
島

郡
須
古
の
平
井
氏
と
武
雄
の
後
藤
氏

で
あ
る
。
天
正
一
一
年
、
隆
信
は
後
藤

る
こ
と
に
は
疑
問
が
あ
り
、
波
多
氏

て、

大
河
（
川
）
野
・
岩
屋
の
両
鶴

波
多
（
岸
岳
）
氏
と
の
和
議
に
よ
っ

に
あ
っ
た
が
、
松
浦
党
支
流
の
旗
頭

目
標
は
東
松
浦
郡
の
草
野
（
鍛
）
氏
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第 2-3表 国 侍（肥前幕下侍）

竜造寺家臣団の構成とその特質日

(A) (B) 

四 人 名
知行 胃 人 名

知行 (A) 備 ” と•
面積 面積

123 波多下野守 7,000 

174 松浦鎮 信 124 松浦肥前守 2,000 （居城平戸） ＜北松浦郡＞

119 大村純 忠 2,000 125 同 理専斎 ，， （在城大村）＜西彼杵郡大村三城＞

120 西郷純 尚 1,000 126 同 二郎二郎 ク （居城諫早） ＜北高来郡＞

121 深堀純 正 300 127 同 ，' （居城深堀俵石） ＜西彼杵郡＞

122 嬉野家 成 500 128 同 越後守 ケ （藤津郡嬉野）

123 犬塚盛 家 570 129 同 播磨守 ', （蒲田江城主） ＜佐賀郡蒲田津＞

124 吉田宗 家 300 130 同 左衛門大夫 ケ （藤津郡士） ＜藤津郡＞

125 原 刑部大夫 150 131 同 ク （藤津郡塩田）

126 長田左京允 150 132 同 ，， （藤津郡士） ＜藤津郡＞

133 久間孫太郎 50 

127 籟田 勝 180 134 同 因幡守 ク (K松浦大川（河）野）＜束松浦郡＞

135 深江下野守 30 

128 井元左近允 96 136 同 ', （杵島郡山口）

129 前田伊予守 200 137 同 ', （杵島郡佐留志在城）

130 田代因幡守 100 138 同 ', （居所納所） ＜小城郡＞

139 後藤弥次郎 130 

131 川原豊前守 100 140 同 ，， （波多臣）

132 鴨打胤 忠 300 141 同 陸奥守 ク （小城芦刈在城） ＜小城郡＞

133 徳島胤 時 250 142 同 甲斐守 ケ （ 同 ） 

143 徳島左馬助 80 

134 空閑三河守 600 144 同 三河入道 ，，， （佐賀渕村在城） ＜佐賀郡＞

135 姉 Ill 倍 安 300 145 同 兵庫助 ，，， （神埼姉村在城・のち三根米田村在城）

136 本告頼 娯 300 146 同 左馬大夫 ，，， （神埼本告在城） ＜神埼郡＞

137 重松頼ヽ幸 100 147 同 中務大夫 ，， （三根郡続命院在城）

138 出雲信 忠 300 148 同 太郎兵衛 ，，， （千栗権比良城主） ＜三根郡＞

139 横岳頼 次 300 149 同 下野守 ケ （居城三根郡西崎）

140 太田 右衛門大夫 200 150 同 右衛門大夫 ，， （川副太田村） ＜佐賀郡＞

141 内田信 臣土又 200 151 同 肥後守 ', 

142 犬塚三郎右衛門 620 152 同 三郎右衛門 ', （居城束肥前中津隣） ＜三根郡＞

143 同 彦九郎 153 同

144 鹿江兼 明 400 154 圃 宮内大夫 ', 

145 堀田新左衛門 200 155 堀江新左衛門 ，， 

146 石井蔵 人 156 同

147 同 因幡守 157 同

148 藉田善兵衛 1,000 
，， 

149石井将 監 158 同
．・  • - l -．--
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150 
石井右京l159 同 右京佐I

151 同 大膳允 160 同 大膳亮

152 同 主税助 161 同

153 矢作左近将監 162 同 23 

154 北島賢 元 52 

155 持永新次郎 50 164 同 ク （小城餅田城主） ＜小城郡持永＞

156 陣内蔵 人 50 163 同 ', 

157 宮崎伊勢守 60 165 同 ', 

158 真崎主 殿 100 166 同 主殿助 ケ

159 神代長 良 500 167 同 刑部大夫 540 

160 三瀬大蔵允 200 168 同 大 蔵 ケ （三瀬在城）＜神埼郡＞

161 小副Ill 左衛門 90 169 小副河 左衛門尉 ク （小副川在城） ＜佐賀郡＞

162 深町理卜斎 100 170 同 ，，， （蓮池）＜佐賀郡＞

163 同 兵部大夫 90 171 同 ', 

164 木塚尾張守 200 172 同 ケ （佐賀大財在城）＜佐賀郡＞

165 木隈 左衛門大夫 200 173 木塚左衛門大夫

166 田原 九郎左衛門 100 174 同

167 同 仙蔵司 30 175 同
,, 

168 志自岐鎮 経 30 176 同 源 清

177 相良進左衛門 100 

169 百武賢 兼 280 178 同 志魔守 ', （与賀船津村） ＜佐賀郡＞

170 相良右近允 100 179 同 '， 

171 飯盛備前守 50 180 同 ', 

172 上滝盛 員 110 181 同 志慮守 ケ （藤津郡士） ＜藤津郡＞

計 181名 53忍6.6
(B)の知行面積は，第1表竜造寺
一門以下国侍の総知行面積を示す

竜
造
寺
家
臣
団
の
構
成
と
そ
の
特
質
H

〔註〕 本表作成の史料は第 1表 (A)・(B) と同じ。備考欄の（

と同じ。

）・＜ ＞とも第2-2表

の
起
請
文
は
、

家
の
内
紛
1
1
養
子
惟
明
（
松
浦
隆
信

二
男
）
の
反
乱
に
乗
じ
て
貴
明
と
和

(16) 

議
を
結
ぶ
一
方
、

平
井
氏
を
降
し

て
、
弟
信
周
・
鍋
島
直
茂
を
須
古
に

配
置
し
て
杵
島
郡
を
支
配
せ
し
め
、

(17) 

翌
1

一
年
、
須
古
城
を
普
請
し
、
こ
こ

を
西
部
・
南
部
肥
前
に
対
す
る
戦
略

「
竜
造
寺
家
文
書
」
に
収
め
る
起

請
文
は
、
ま
さ
に
こ
の
年
よ
り
は
じ

ま
る
が
、
最
初
に
登
場
す
る
松
浦
鎖

信
・
隆
信
（
平
戸
）

「
心
疎
」
な
き
申
談
の
誓
約
で
あ
り
、

敵
対
勢
力
に
対
す
る
排
除
の
表
明
で

(19) 

あ
っ
て
、
大
名
領
主
と
し
て
の
立
場

が
堅
持
さ
れ
て
お
り
、
松
浦
氏
の
竜

造
寺
氏
に
対
す
る
被
官
化
を
意
味
す

る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ

の
拠
点
と
し
て
松
浦
・
大
村
・
西
郷

・
有
馬
氏
ら
と
対
峙
し
た
。
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て
、
松
浦
氏
は
竜
造
寺
氏
の
家
臣
で
は
な
く
「
幕
下
着
到
」
に
属
す
る
。

(21) 

早
）
氏
ら
も
、
こ
の
系
列
に
入
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

天
正
五
年
、
先
に
一
旦
破
綻
と
な
っ
た
後
藤
氏
と
の
和
議
が
再
成
立
し
た
が
、
隆
信
は
三
男
家
信
と
貴
明
の
実
子
晴
明
（
家
生
・
家
均
）

第2-4表 国 侍（肥前幕下侍）

竜
造
寺
家
臣
団
の
構
成
と
そ
の
特
質
H

(20) 

彼杵郡の大村（大村）氏、高来郡（北高来）の西郷（諫

(A) 
(A) 備 考

番号 人 名 知行面積

173 草野鎮 家 （上松浦鏡城主） ＜東松浦郡＞

175 伊万里 治 （居城伊万里） ＜西松浦郡＞

176 山代 （貞） （山代里村） ＜西松浦郡＞

177 松浦 成rm （有田唐船） ＜西松浦郡＞

178 霞田 （正） （居城上松浦獅々 （子）城）＜東松浦郡＞

179 千葉胤 連 （小城高田） ＜小城郡＞

180 久保田胤 豊 （久保田） ＜佐賀郡＞

181 南里有 信 （川副南里） ＜佐賀郡＞

182 徳久主馬之助 （川副郷士） ＜佐賀郡＞

183 村岡与三左衛門

184 副島左馬允

185 久米長門守

186 小田増 光

187 横岳家 実 300 

188 於保（胤宗）

189 筑紫（広門） （養父郡勝尾城）

190 朝日（貞治） （養父郡朝日山城主）

191 島 （鎮慶） （養父郡勝尾麓）

192 宗野直 夏 （千栗鏡山） ＜三根郡＞

193 赤司志摩守 （三根郡江口村）

194 坊所尾張守 （三根郡坊所村）

195 板部六 郎 （三根郡板部村）

196 池尻（家資） （三根郡西島）

197 波多 （親） （上松浦鬼子（岸）岳＜東松浦郡＞

198 八並武蔵守 （上松浦天川・波多臣）＜東松浦郡＞

199 福井山城守 （上松浦・波多臣） ＜束松浦郡＞

200 大津丹後守

201 秀 伊勢守 （白石秀郷士） ＜杵島郡＞

202 辻 権太郎 （藤津辻城主） ＜藤津郡＞

203 H 高主膳（正） （壱岐）

204 同 甲斐守 （壱岐）

205 宗 （義盛） （対馬）

206 神代（貴茂） （高来郡俵石城主）＜南高来郡神代＞I 
207 島原（純豊） （高来郡島原城主） ＜南高来郡＞

208 安富（純安） （高来郡深江城主） ＜南高来郡＞

209 永田左京允 （高来郡） ＜藤津郡＞

210 安徳（純俊） （高来郡安徳城主） ＜南高来郡＞

211 田比良左衛門 （高来郡田（多）比良） ＜南高来郡＞

212 有馬（義純） （高来郡有馬城主） ＜南高来郡＞

213 富永左近大夫 （藤津） ＜藤津郡＞

214 末次 （兵部少輔） （川副） ＜佐賀郡＞

215 田中泰 景 （別府） ＜小城郡＞

計 215名

〔註〕 本表作成の史料は第 1表 (A)・ (B) と同じ。備考欄の（ ）． 
＜ ＞とも第2-2表と同じ。 173番草野鎮家以下は (B)・ (C} 
になし。 （ ）内の請は異本によって追記したもの，以 F同じ。
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対
馬
の
戦
国
大
名
宗
氏
も
着
到
の
事
実
を
確
認
で
き
な
い
。

両
氏
が
磨
下
に
属
し
、

竜
造
寺
家
臣
団
の
構
成
と
そ
の
特
質
H

を
相
互
交
換
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
後
藤
氏
に
対
す
る
支
配
を
強
化
し
た
。
こ
う
し
て
、
後
藤
氏
は
竜
造
寺
氏
の
有
力
家
臣
と
な
っ
て
い
く

(22) 

が
、
実
子
の
相
互
交
換
に
際
し
て
は
、
両
者
間
に
大
幅
な
家
臣
団
の
入
れ
替
え
が
お
こ
な
わ
れ
、
陪
臣
団
再
編
成
の
方
向
が
打
ち
出
さ
れ

る
の
で
あ
る
。
こ
の
年
、
隆
信
は
松
浦
地
方
（
西
松
浦
郡
）
を
再
征
し
、
新
た
に
伊
万
里
（
伊
万
里
）
•
山
代
（
山
代
）
•
松
浦
（
有
田
）
氏

(23) 

ら
の
松
浦
党
支
流
を
磨
下
に
従
え
た
。

肥
前
に
お
い
て
残
さ
れ
た
最
後
の
強
敵
は
、
古
回
来
郡
（
南
高
来
）
の
有
馬
（
有
馬
）
氏
で
あ
り
、
そ
の
勢
力
は
藤
津
郡
に
ま
で
お
よ
ん
で

い
た
。
隆
信
は
、
ま
ず
天
正
四
年
、
藤
律
郡
に
進
攻
し
て
、
有
馬
氏
の
拠
点
横
造
城
（
鹿
島
）
を
攻
略
し
て
有
馬
勢
を
藤
津
郡
よ
り
撃
退

(24) 

し
、
鍋
島
信
房
を
鹿
島
に
配
置
し
た
。
こ
の
過
程
で
藤
津
郡
の
嬉
野
（
嬉
野
）
氏
を
は
じ
め
、
永
田
（
永
島
）
•
原
（
塩
田
）
・
上
滴
（
五
町

（勾）

田
）
•
吉
田
（
吉
田
）
・
久
間
（
久
間
）
氏
ら
が
磨
下
に
属
し
た
が
、
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
こ
の
戦
い
で
功
績
を
立
て
た
蒲
田
津
の
犬
塚

こ
う
し
て
、

鎮
家
（
こ
の
と
き
盛
家
に
改
名
）
に
新
恩
―

1
0
0
町
を
与
え
て
森
岳
城
（
鹿
島
）
に
配
置
す
る
と
と
も
に
、

(26) 

え
て
松
丘
城
（
鹿
島
）
に
配
置
し
、
西
島
の
横
岳
家
実
を
配
属
し
た
こ
と
で
あ
る
。

で
の
一
門
配
懺
に
加
え
て
譜
代
・
多
様
衆
の
配
置
替
え
が
推
進
さ
れ
て
ゆ
く
。

こ
う
じ
ろ

翌
天
正
五
年
、
隆
信
は
有
明
海
を
縦
断
し
て
一
挙
に
有
馬
氏
の
本
拠
高
来
郡
（
南
高
来
）
神
代
に
上
陸
し
、
神
代
氏
を
従
え
て
有
馬
勢

と
各
地
で
交
戦
し
た
が
、
翌
六
年
、
大
軍
を
率
い
て
高
来
に
再
征
し
た
。
こ
の
過
程
で
、
有
馬
氏
の
家
臣
安
富
（
深
江
）
•
安
徳
（
安
徳
）

(27) 

つ
い
で
島
原
（
島
原
）
氏
が
帰
順
し
た
た
め
、
有
馬
晴
信
は
交
戦
を
断
念
し
て
起
請
文
を
提
出
し
和
議
を
結
ん
だ
。

ざ
る
旨
を
表
明
し
て
お
り
、

し
か
し
、
そ
の
起
請
文
は
竜
造
寺
政
家
に
対
す
る
「
悪
行
」
な
き
行
為
の
誓
約
に
過
ぎ
ず
、
逆
に
政
家
「
隔
心
」
の
場
合
は
「
同
心
」
せ

(28) 

こ
の
場
合
も
何
等
支
配
・
服
従
関
係
を
示
す
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
有
馬
氏
も
竜
造
寺
氏
の

家
臣
で
は
な
く
、
飽
く
ま
で
も
「
幕
下
着
到
」
で
あ
る
。
第
ニ
ー
四
表
凶
に
登
場
す
る
南
高
来
郡
の
諸
氏
は
概
ね
こ
の
系
列
に
属
す
る
。

な
お
同
表
に
登
場
す
る
壱
岐
の
日
高
氏
は
平
戸
松
浦
氏
の
家
臣
で
あ
り
、
単
独
で
竜
造
寺
陣
に
着
到
し
た
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
こ
の
点
、

藤
津
平
定
の
段
階
に
な
る
と
、

こ
れ
ま

徳
島
信
盛
に
も
新
恩
の
地
を
与
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馬
場
1
1
川
波

横
岳
1
1
板
部

入
と
同
時
に
、

(3) 

他

国

侍

以
上
、
天
正
六
年
に
お
け
る
有
馬
氏
の
帰
順
に
よ
っ
て
、
隆
信
の
肥
前
征
覇
が
完
了
す
る
が
、
重
要
な
こ
と
は
、
外
様
衆
の
家
臣
団
編

か
れ
ら
の
家
人
・
被
官
衆
が
大
量
に
竜
造
寺
家
臣
団
に
編
入
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

竜
造
寺
家
臣
団
は
、

(30) 

(11
陪
臣
国
）
の
直
臣
化
に
よ
っ
て
、
飛
躍
的
に
そ
の
数
を
拡
大
し
た
。
主
な
も
の
を
列
挙
す
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

江
上
1
1

執
行
・
枝
吉
・
服
部
・
小
柳
•
島

神
代
1
1
三
瀬
・
千
布
・
小
副
川
・
武
藤

千
葉
1
1
仁
戸
田
・
持
永
・
陣
内
・
橋
本
・
田
巾

小
田
1
1
深
町

後
藤
1
1
中
野
・
永
田
・
久
間
・
上
滝
・
辻

こ
の
よ
う
に
列
挙
す
る
と
、
譜
代
・
外
様
衆
を
も
含
め
て
、
囚
⑱
に
記
載
さ
れ
た
国
侍
の
主
要
メ
ン
バ
ー
は
ほ
と
ん
ど
登
場
し
た
こ
と

に
な
る
。
こ
の
う
ち
い
わ
ゆ
る
「
幕
下
着
到
」
を
除
い
た
国
侍
が
竜
造
寺
家
臣
団
の
中
核
を
構
成
す
る
。
と
同
時
に
そ
れ
は
近
世
佐
賀
藩

家
臣
団
の
主
流
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
知
行
面
積
の
記
載
の
な
い
凶
の
国
侍
は
（
第
ニ
ー
四
表
）
、
約
半
数
を
竜
造
寺
家
臣

団
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

第
三
表
は
、
同
じ
く
他
国
侍
（
筑
後
・
肥
後
・
筑
前
・
豊
前
幕
下
侍
）
に
関
す
る
囚
⑱
の
着
到
帳
を
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ

う
に
、
他
国
侍
に
関
す
る
囚
⑱
の
記
載
内
容
は
、

く
、
か
つ
両
者
間
に
は
大
き
な
相
違
が
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
囚
に
は
後
世
「
異
本
」
に
よ
っ
て
追
記
・
粉
飾
さ
れ
た
部
分
が
か
な
り
あ

竜
造
寺
家
臣
団
の
構
成
と
そ
の
特
質
H

こ
れ
ら
の
層

竜
造
寺
氏
の
前
記
四
ヵ
国
に
対
す
る
支
配
の
在
り
方
を
反
映
し
て
不
明
確
な
点
が
多
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舅 8
 
衰 筑 後・肥 後・筑 前・豊 前 幕 下 侍

(A) (B) 

番号 国名 城地名 人 名 知行面積 番号 国名 城地名 人 名 知行面積

12,000 町
町

1 柳川 蒲池鎮並 1 同 兵部大夫 ク

2 山下 同 鏡広 1,600 2 同 鑑広 8,600 

3 鷹尾 田尻鑑種 1,600 3 同
,., 

4 猫尾 黒木家永 2,000 4 同 兵部少 ケ

5 生駒 川崎鎮亮 1,000 5 同 刑部大夫 ケ

6 三池 三池鎮実 800 6 同 新次郎 ク

7 西牟田 西牟田鎮豊 1,000 8 同 左近大夫 ク

8 高良山 （麟圭）， 同 良寛

10 筑後 同 祝部

11 鏡山（安実）

12 貝津 安武鎮家 300 7 同 豊前守 ク

13 人木 500 ， 大木兵部少輔 ク

14 生葉 星野親忠 1,000 11 同 大膳正 ク

15 問注所鑑景 12 同左衛門大夫 1,000 

16 三原入道 1,020 13 同 左馬大夫 ，，， 

17 発心岳 草野鎮員 10 同 筑後守 900 

19 久留米 豊饒鎮連 3,000 15 同 （なし） ク

26 戸原 戸原（紹真）

46 上野（宗也） (1,000) 

47 城島右近

48 鐘江 鐘江治郎大夫

50 津山下野守

57 下田 堤 （貞之） (300) 

20 志岐豊前守

21 隈本 城 親貞 3,000 16 同 越前守 ,., 

22 八代 赤星統家 3,000 17 同 掃部介 3,500 

23 山鹿 隈部親永 900 18 同 （なし） ク

24 御船 甲斐宗運 1,000 19 貝 宗運 ，，， 

25 大津山河内守 (800) 

27 高狭 合志（親為）

28 肥後 志岐（鎮経）

29 阿蘇大宮司惟種 500 20 同 5,000 

30 球磨 相良義陽 21 同 （なし）

31 梅尾 少代親伝 1,000 22 同 （なし） ，，， 

32 内久我親房 1,000 23 同 （なし） ；； 

33 伯者顕孝 1,000 24 同 左兵衛 ク

竜
造
寺
家
臣
団
の
構
成
と
そ
の
特
質

H
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竜造寺家臣団の構成とその特質H

(A) (B) 

番号 国名 城地名 人 名 知行面積 番号 国名 城地名 人 名 知行面積

49 和仁 和仁（宗伝） (1,000) 

51 鹿子木三郎

58 有動（兼元） (500) 

34 高祖 原田了栄 3,000 25 同 種連 ク

35 秋月 秋月種実 5,000 26 同 長門守 ク

36 麻生（鎮貞） 900 27 同 （なし） ，，， 

37 宗像左衛門尉 1,200 28 同 （なし） ', 

38 杉 （なし） 3I ,000 29 同 （なし） ', 

39 千手（なし） 309 30 同 （なし） ', 

40 黒川（なし） 1,200 31 同 （なし） 1,002 

18 硲エ凡→月lj 宝満 高橋 主膳兵衛 3,000 32 同 （なし） 1,000 

42 宝満 戸次（道雪） 5,000 33 同 道節 ，' 

43 立花 立花（統虎） (3,000) 34 同 飛騨守

52 内野 重松対馬守 (300) 

53 脇山 曲渕（資房） (300) 

54 柑子 小田辺 （なし） (200) 

55 荒平 大霧（宗秋） (300) 

41 馬岳 高橋（元種） 1,000 14 同 九郎 3,000 

44 城井 城井（鎮房） (1,000) 

45 
豊前
永野 永野（鎮辰） (300) 

56 田川 時枝平大夫 (200) 

計 (58)名 (70,029) 計 34 名 73,531 

（註） 本表作成の史料は第 1表(A)・ (B)と同じ。人名欄の（なし）は記載のないもの。

（ ）内の講・知行面積は異本によって追記したもの。

・
納
富
氏
、
竜
造
寺
一
門
（
家
晴

一
方
、
自
ら
は
鍋
島
（
直
茂
）

郡
に
進
攻
し
て
原
田
（
高
祖
）
氏
を

(31) 

降
し
た
が
、
こ
の
年
、
隆
信
は
江
上

家
の
養
子
と
な
っ
た
二
男
家
種
に
江

上
衆
を
動
員
し
て
早
良
郡
に
進
攻
せ

し
め
、
脇
山
の
重
松
氏
を
降
服
せ
し

(32) 

め
た
。

し
て
は
、
天
正
二
年
、
上
松
浦
の
草

野
（
鏡
）
氏
を
攻
撃
し
た
際
、
恰
土

中
心
に
囚
を
参
照
し
な
が
ら
、
国
侍

の
分
析
と
同
じ
立
場
に
立
っ
て
考
察

す
る
こ
と
と
す
る
。

隆
信
は
、
筑
前
・
筑
後
に
対
す
る
同

時
作
戦
を
開
始
し
、
北
九
州
の
征
覇

に
乗
り
出
し
た
。
す
で
に
筑
前
に
対

天
正
六
年
、
高
来
よ
り
帰
陣
し
た

判
が
必
要
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
⑱
を

り
、
誤
謬
も
少
な
く
な
い
。
し
た
が

っ
て
、
凶
⑱
と
も
に
厳
密
な
史
料
批
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竜
造
寺
家
臣
団
の
構
成
と
そ
の
特
質
け

を
は
じ
め
、
松
浦
衆
•
藤
津
衆
．
彼
杵
衆
・
高
来
衆
・
筑
後
衆
な
ど
、
全
支
配
領
域
の
軍
事
力
を
動
員
し
て
お
り
、
着
到
数
五
万
余
駿
と

い
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
最
高
の
幕
下
構
成
で
あ
る
。

(45) 

撃
し
て
筑
後
に
帰
陣
し
た
。

先
陣
の
鍋
島
直
茂
は
赤
星
（
親
隆

長
信
・
家
信
1
1

後
藤
）
等
の
重
臣
・
一
門
に
、
新
た
に
帰
属
し
た
馬
場
氏
お
よ
び
神
代
衆
•
松
浦
衆
を
従
え
て
筑
後
に
出
撃
し
、
こ
の
過
程

(33) 

で
豊
饒
（
久
留
米
）
・
草
野
（
草
野
）
・
堤
（
下
田
）
•
西
牟
田
（
西
牟
田
）
氏
ら
を
磨
下
に
従
え
た
。
と
も
に
大
友
氏
の
旧
幕
下
で
あ
る
。

翌
天
正
七
年
、
隆
信
は
大
軍
を
率
い
て
筑
後
に
再
征
し
、
つ
づ
い
て
肥
後
に
進
攻
し
た
が
、
こ
の
過
程
で
、
筑
後
の
田
尻
（
鷹
尾
）
．

(34) 

蒲
池
（
鎮
並
（
競
）
柳
河
）
・
鐘
江
（
八
院
）
氏
、
肥
後
の
小
代
（
筒
岳
）
・
城
（
隈
本
）
氏
ら
を
降
し
、
肥
後
再
征
の
と
き
は
、
和
仁
（
和
仁
）

(35) 

・
永
野
（
木
山
）
・
甲
斐
（
御
船
）
氏
ら
を
従
え
た
。
こ
こ
で
隆
信
は
筑
後
に
帰
陣
し
、
蒲
池
（
鑑
広
山
下
）
氏
の
攻
撃
を
再
開
し
た
が
、

(36) 

こ
の
と
き
、
高
良
山
の
祝
部
な
ら
び
に
座
主
鎮
輿
．
麟
圭
・
良
寛
ら
が
各
一
山
の
衆
徒
を
伴
っ
て
帰
参
し
、

(37) 

（
猫
尾
）
氏
、
肥
後
の
赤
星
（
八
代
）
氏
が
帰
順
、
十
一
月
に
入
っ
て
蒲
池
（
山
下
）
氏
が
降
服
し
た
。

つ
い
で
筑
後
の
紀
・
黒
木

な
お
、
天
正
六
ー
七
年
に
お
け
る
筑
後
・
肥
後
の
平
定
過
程
で
、
竜
造
寺
氏
の
磨
下
に
属
し
た
も
の
は
、
以
上
の
外
、
筑
後
で
は
安
武

(38) 

・
問
注
所
・
戸
原
・
三
原
氏
、
肥
後
で
は
合
志
・
隈
部
・
大
津
山
・
宇
同
（
伯
者
）
・
鹿
子
木
・
辺
春
氏
ら
で
あ
る
。

七
年
ま
で
に
肥
前
に
加
え
て
筑
後
一
国
と
肥
後
半
国
お
よ
び
筑
前
の
一
部
を
支
配
し
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
、
竜
造
寺
家
晴
・
信
時
を

(40) 

肥
後
高
穎
に
、
土
肥
家
実
を
同
筒
岳
に
配
置
し
て
、
大
友
•
島
津
氏
の
押
え
と
し
、
鍋
島
直
茂
を
筑
後
酒
見
に
配
置
し
て
、
筑
後
の
守
り

(41) 

を
固
め
さ
せ
た
。

(42) 

翌
天
正
八
年
、
隆
信
は
家
督
を
政
家
に
譲
っ
て
須
古
に
隠
退
し
た
が
、
竜
造
寺
氏
の
分
国
支
配
は
極
め
て
不
安
定
な
基
盤
の
う
え
に
立

っ
て
い
た
。
一
旦
幕
下
に
編
入
し
た
国
人
領
主
が
竜
造
寺
・
大
友
•
島
津
三
氏
の
鼎
立
・
勢
力
の
消
長
に
対
応
し
て
、
離
反
且
被
官
化
を

(43) 

繰
り
返
し
た
た
め
で
あ
る
。
事
実
、
こ
の
年
の
二
月
、
ま
ず
蒲
池
鎮
競
が
離
反
し
て
柳
河
城
に
立
籠
っ
た
。
政
家
は
直
ち
に
出
動
し
て
柳

河
城
を
包
囲
す
る
一
方
、
島
津
氏
の
肥
後
進
入
に
先
手
を
打
っ
て
肥
後
に
討
ち
入
っ
た
。
こ
の
と
き
の
陣
立
は
、
一
門
・
譜
代
・
外
様
衆

山
鹿
）
氏
を
降
し
、

隈
府
・
八
代
へ
進

竜
造
寺
氏
は
天
正
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臣
団
を
類
別
し
な
が
ら
、
竜
造
寺
家
臣
団
の
構
成
的
特
質
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
と
し
よ
う
。
た
だ
し
、
竜
造
寺
権
力
は
天
正
八
年
が

最
盛
期
で
、
そ
の
後
大
友
•
島
津
氏
の
進
攻
と
「
幕
下
着
到
」
の
離
反
に
よ
っ
て
、
竜
造
寺
領
国
は
大
き
く
変
化
・
縮
小
す
る
た
め
、
天

正
八
年
段
階
の
み
で
は
問
題
の
本
質
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
竜
造
寺
領
国
の
最
終
的
帰
結
を
示
す

竜
造
寺
家
臣
団
の
構
成
と
そ
の
特
質
け

そ
こ
で
次
に
、

こ
の
点
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、

竜
造
寺
支
配
体
制
下
に
お
け
る
軍
役
1
1
陣
立
構
成
を
検
討
し
、
「
幕
下
着
到
」
と
家

に
混
乱
が
み
ら
れ
誇
張
さ
れ
て
い
る
側
面
が
あ
る
。

以
上
の
考
察
に
よ
っ
て
、
筑
前
・
そ
の
他
に
お
い
て
、
な
お
動
静
の
不
明
な
一
部
の
他
国
侍
が
存
在
す
る
が
、
囚
⑱
に
記
載
さ
れ
た
他

国

侍

の

主

要

メ

ン

バ

ー

も

、

詭

、

知

行

面

積

後
世
「
異
本
」
に
よ
っ
て
追
記
し
た
部
分
が
多
く
、
か
つ
そ
の
記
事
に
重
大
な
誤
り
が
あ
る
が
、
「
幕
下
着
到
」
と
い
う
観
点
か
ら

両
史
料
を
比
較
検
討
す
る
と
、
囚
は
⑱
よ
り
実
態
を
よ
り
正
確
に
記
載
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
「
幕
下
着
到
」
と

は
、
「
幕
下
」
に
帰
属
し
た
こ
と
と
、
参
陣

(11
着
到
）
の
二
つ
の
概
念
を
一
体
化
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
意
味
で
は
概
念

は
ヽ

こ
こ
で
ほ
と
ん
ど
登
場
し
た
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
よ
り
先
、
天
正
七
年
、
筑
前
に
お
い
て
は
、
大
友
方
の
早
良
郡
荒
平
の
小
田
部
・
鷲
岳
の
大
鶴
氏
ら
が
江
上
衆
の
旗
頭
執
行
種
兼

（
脇
山
在
城
）
に
討
ち
取
ら
れ
た
た
め
、
大
友
方
は
翌
八
年
に
至
っ
て
、
戸
次
道
雪
（
立
花
）
・
高
橋
紹
運
（
宝
満
・
岩
屋
）
ら
と
連
絡
を
保

(46) 

ち
、
竜
造
寺
方
の
諸
城
に
攻
撃
を
開
始
し
た
。
隆
信
は
自
ら
大
軍
を
率
い
て
筑
前
に
進
撃
し
て
荒
平
城
を
攻
略
し
、
さ
ら
に
戸
次
氏
が
籠

れ
る
立
花
城
の
攻
撃
を
意
図
し
た
が
、
筑
紫
広
門
の
仲
介
に
よ
っ
て
両
者
の
和
議
が
成
立
し
、
筑
前
一
五
郡
の
う
ち
、
東
北
六
郡
を
大
友

(47) 

領
と
し
、
西
南
九
郡
を
竜
造
寺
領
と
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

つ
い
で
豊
前
の
平
定
を
意
図
し
、
弟
信
周
を
し
て
豊
前
に
進
攻
せ
し
め
た
が
、
大
友
方
よ
り
離
反
し
た
高
橋
（
元
種

(48) 

じ
め
城
井
・
長
野
・
時
枝
氏
ら
企
救
•
田
川
・
中
津
三
郡
の
諸
氏
は
一
戦
も
交
え
ず
帰
順
し
た
。
こ
こ
に
竜
造
寺
氏
は
、
肥
前
・
筑
後
・

肥
後
（
半
国
）
に
加
え
て
筑
前
（
九
郡
）
・
豊
前
（
三
郡
）
の
五
ヵ
国
に
支
配
権
を
確
立
し
、
文
字
通
り
II
五
州
の
太
守
II

と
な
っ
た
。
竜

造
寺
着
到
帳
が
作
成
さ
れ
た
の
は
、
ま
さ
に
こ
の
瞬
間
で
あ
り
、
そ
れ
は
竜
造
寺
最
盛
期
の
権
力
段
階
を
反
映
し
て
い
る
。

前
述
し
た
よ
う
に
、

囚
の
城
名
・
在
所
名
、

馬
岳
）
氏
を
は
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竜
造
寺
家
臣
団
の
構
成
と
そ
の
特
質
日

天
正
十
五
年
ま
で
の
動
静
を
含
め
て
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
。

一
註
】

(
l
)
『
九
州
治
乱
記
」
巻
之
一0

―
二
七
ー
三
一
頁
、
「
藤
竜
家
譜
」
―
-
•
「
隆
信
公
御
年
譜
」
乾
・
「
御
国
惣
万
帳
」
。

(
2
)

「
藤
竜
家
譜
」
ニ
・
「
隆
信
公
御
年
譜
」
乾
、
『
九
州
治
乱
記
』
巻
之
―
―
―
―
―
―
七
ー
三
八
頁
。

(
3
)

「
藤
竜
家
譜
」
―
―
-
．
『
九
州
治
乱
記
』
巻
之
―
―
―
四

O
I四
二
頁
。

(
4
)
藤
野
保
「
竜
造
寺
領
国
の
形
成
過
程
と
国
人
領
主
の
動
向
」
（
『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
ニ
ニ
号
）
参
照
。

(
5
)

「
藤
竜
家
譜
」
三
・
「
隆
信
公
御
年
譜
」
乾
、
『
九
州
治
乱
記
』
巻
之
―

1
0

二
六
七
頁
。

(
6
)
石
井
良
一
「
中
世
末
期
・
近
世
初
期
に
お
け
る
後
藤
家
歴
代
」
（
『
武
雄
市
史
』
下
巻
所
収
）
、
『
武
雄
市
史
』
上
巻
四
七
六
—
七
八
頁
。

(
7
)

「
鍋
島
系
図
」
（
佐
賀
県
立
図
書
館
所
蔵
）
。

(
8
)
藤
野
保
前
掲
『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
1

1

―
一
号
掲
載
論
文
参
照
。

(
9
)

（10)
凶
「
五
箇
国
配
分
帳
」
は
「
五
拾
町
以
上
余
略
之
」
と
あ
る
の
に
対
し
、
⑱
「
隆
信
公
幕
下
着
到
」
は
「
弐
拾
町
か
上
」
と
あ
り
、
知

行
面
積
表
示
の
下
限
を
異
に
し
て
い
る
が
、
実
際
に
「
着
到
帳
」
に
記
載
さ
れ
た
困
侍
は
二

0
町
以
上
で
、
こ
の
意
味
に
お
い
て
も
個
の
表
現

が
正
し
い
。

(11)

『
九
州
治
乱
記
」
巻
之
一
―
―
―
五
五
頁
。

(12)

『
九
州
治
乱
記
」
巻
之
一
八
二
三
七
頁
。

(13)
藤
野
保
前
掲
『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
」
ニ
ニ
号
掲
載
論
文
参
照
。

(14)

『
九
州
治
乱
記
』
巻
之
―

1
0

1
―
六
三
ー
ニ
七
0
頁
、
「
藤
竜
家
譜
」
―
―
-
•
「
隆
信
公
御
年
譜
」
乾
。

(15)
藤
野
保
前
掲
『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
一
―
―
一
号
掲
載
論
文
、
『
九
州
治
乱
記
』
巻
之
―

1
0
1

―
七
ニ
ー
七
五
頁
、
「
藤
竜
家
譜
」
三
・
「
隆

信
公
御
年
譜
」
乾
゜

(16)
石
井
良
一
前
掲
『
武
雄
市
史
』
下
巻
所
収
論
文
、
藤
野
保
前
掲
『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
二
ニ
号
掲
載
論
文
参
照
。

(17)

「
藤
竜
家
譜
」
―
―
-
、
『
九
州
治
乱
記
』
巻
之
ニ
―
二
九
一
頁
。

(18)

『
佐
賀
県
史
料
集
成
』
一
1

一
巻
所
収
。

(19)

「
竜
造
寺
家
文
書
」
（
『
佐
賀
県
史
料
集
成
』
三
巻
所
収
）
一
1

一
五
号
松
浦
鎮
信
同
道
怠
連
署
起
請
文
。

(20)

（21)
大
村
純
忠
は
天
正
四
年
、
西
郷
一
門
は
翌
五
年
、
そ
れ
ぞ
れ
起
請
文
を
提
出
し
て
い
る
（
「
竜
造
寺
文
書
」
―
―
―
六
号
理
専
巴
5

起
請
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文
、
同
―
二
七
ー
一
三
九
号
各
起
請
文
）
。

(22)

『
武
雄
市
史
』
上
巻
四
七
七
頁
、
藤
野
保
前
掲
『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
ニ
―
―
号
掲
載
論
文
参
照
。

(23)

『
九
州
治
乱
記
』
巻
之
―
―
―
―
二
九
六
ー
九
七
貞
、
「
藤
竜
家
講
」
―
―
-
．
「
隆
信
公
御
年
譜
」
乾
、
『
伊
万
里
市
史
]
続
編
三
九
頁
。
こ
い
と

き
鍋
島
信
房
の
子
茂
成
を
伊
万
里
氏
の
蓑
子
と
し
た
。
伊
万
里
鍋
島
氏
は
こ
こ
に
始
ま
る
。

(24)

「
直
茂
公
譜
」
第
二
。

(25)

『
九
州
治
乱
記
』
巻
之
ニ
ニ
ニ
九
六
頁
。
「
着
到
帳
」
国
侍
の
「
長
田
左
京
允
」
は
「
永
田
左
京
亮
」
の
間
迩
い
て
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、

国
侍
の
他
の
欄
に
あ
る
「
永
田
左
京
允
」
と
重
複
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
永
田
左
京
允
」
を
「
暉
来
郡
」
と
す
る
の
は
閻
違
い
で
あ
る
。

(26)

「
直
茂
公
譜
」
第
ニ
・
「
藤
竜
家
譜
」
三
、
『
九
州
治
乱
記
』
券
之
ニ
ニ
ニ
九
六
頁
。

(27)

「
隆
信
公
御
年
譜
」
乾
・
『
九
州
治
乱
記
』
巻
之
二
ニ
―
―

1
0
0
|
-
．頁。

(28)

「
竜
造
寺
家
文
苔
」
一
四
六
号
有
馬
鎮
純
起
請
文
。

(29)
藤
野
保
『
新
訂
維
藩
体
制
史
の
研
究
』
六
四
六
ー
四
八
頁
。

(30)
こ
こ
に
列
挙
し
た
外
様
家
臣
の
被
宮
衆
は
「
着
到
帳
」
に
準
拠
し
て
抽
出
し
た
も
の
で
、
実
数
は
は
る
か
に
上
回
る
。

(31)

「
藤
竜
家
譜
」
―
―
-
．
「
隆
信
公
御
年
譜
」
乾
、
『
九
州
治
乱
記
』
巻
之
．
一

0

:
一
七
四
ー
七
五
頁
。

(32)

「
藤
迎
家
譜
」
三
、
『
九
州
治
乱
記
』
巻
之
二
三
三

0
四
貞
。

(
3
3
)
1
(
3
5
)
膝
野
保
前
掲

□
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
菱
』
二
ニ
号
掲
載
論
文
参
照
。

(36)

「
藤
竜
家
譜
」
三
・
「
隆
信
公
御
年
謂
」
坤
、
『
九
州
治
乱
記
』
巻
之
二
四
三
一
九
頁
。

(37)

「
藤
蛙
家
譜
」
三
・
「
隆
信
公
御
年
譜
」
坤
、
『
九
州
治
乱
記
』
巻
之
二
四
三
一
九
ー
ニ
ヒ
頁
。

(38)

『
九
州
治
乱
記
』
巻
之
二
四
―
―
―
―
―
七
頁
。

(39)
肥
後
の
辺
春
親
運
（
辺
春
）
は
、
註

(38)
で
挙
げ
た
諸
氏
よ
り
遅
れ
て
、
天
正
七
年
の
冬
階
下
に
属
し
て
い
る
（
『
九
州
治
乱
記
』
巻
之
一

四
―
―
1

1

一
八
頁
）
。

「
宜
茂
公
譜
」
第
二
、
「
家
晴
公
御
代
」
（
諫
早
市
立
図
書
館
所
蔵
）
に
は
肥
後
南
関
と
あ
る
。

「
直
茂
公
譜
」
第
一
一
・
「
藤
竜
家
譜
」
一
1

一。

「
藤
竜
家
譜
」
―
―
-
．
「
隆
信
公
御
年
譜
」
坤
゜

「
藤
龍
家
譜
」
―
―
-
．
「
隆
信
公
御
年
譜
」
坤
゜

竜
造
寺
家
臣
団
の
構
成
と
そ
の
特
質

H

(40) 

(41) 

(42) 

(43) 

-165-



竜
造
寺
家
臣
団
の
構
成
と
そ
の
特
質

H『九
州
治
乱
記
』
巻
之
二
五

(44)

「
隆
信
公
御
年
譜
」
坤
、

(45)

「
直
茂
公
譜
」
第
一
1-
。

(46)

『
九
州
治
乱
記
」
巻
之
二
五
―
―
-
＝
一
八
ー
四

0
頁。

(47)

「
藤
竜
家
謂
」
四
・
「
隆
信
公
御
年
譜
」
坤
゜

(48)

「
藤
竜
家
譜
」
四
・
「
直
茂
公
譜
」
第
三
。

(49)
た
だ
し
、
筑
前
の
小
田
邪
・
大
鶴
氏
の
よ
う
に
、
す
で
に
戦
死
し
た
も
の
を
記
載
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
（
第

五
ー
三
六
頁
。

章
註

(27)
参
照
）
。
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